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むつ市議会第２５２回定例会会議録 第２号

令和４年６月２２日（水曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）15番 佐 藤 広 政 議員

（２）20番 浅 利 竹二郎 議員

（３）２番 工 藤 祥 子 議員

（４）18番 原 田 敏 匡 議員

（５）１番 佐 藤 武 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（大瀧次男） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（大瀧次男） 本日諸般の報告については、

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（大瀧次男） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（大瀧次男） 日程第１ 一般質問を行いま

す。

質問の順序は、抽せんにより佐藤広政議員、浅

利竹二郎議員、工藤祥子議員、原田敏匡議員、佐

藤武議員、佐々木隆徳議員、佐賀英生議員、住吉

年広議員、野中貴健議員、鎌田ちよ子議員、富岡

直哉議員、東健而議員、杉浦弘樹議員、濵田栄子

議員の順となっております。

本日は、佐藤広政議員、浅利竹二郎議員、工藤

祥子議員、原田敏匡議員、佐藤武議員の一般質問

を行います。

◎佐藤広政議員

〇議長（大瀧次男） まず、佐藤広政議員の登壇を

求めます。15番佐藤広政議員。

（15番 佐藤広政議員登壇）

〇15番（佐藤広政） おはようございます。自民ク

ラブ、佐藤広政です。今回トップバッターとして

一般質問をさせていただきます。理事者の皆様に

、 。は 明確なご答弁をよろしくお願い申し上げます

まずは、宮下市長におかれましては、先般の市

長選挙において３期目の当選、誠におめでとうご

。 、ざいます 新型コロナウイルスの対応に翻弄され

また自然災害など大変な苦労をされたと思います

が、しっかりと対応と対策をしていただき、そし

てアフターコロナでは「進もう。前へ 」のビジ。

ョンの下、しっかりとタッグを組んで、是々非々

の立場ではございますが、市民の皆様のために邁

進してまいりたいと思っておりますので、よろし

くお願い申し上げます。

それでは、一般質問に入らせていただきます。

２項目５点を質問させていただきます。

今回の公約に入っておりましたむつ市版総合型

地域スポーツクラブ・文化クラブの創設について

であります。全世代を対象としたスポーツクラブ

の創設になり得るとは思いますが、とりわけ中学

校部活動が最近新聞等でも話題になっておりま

す。

文部科学省では、学校の働き方改革を踏まえた

部活動改革を実施しているわけですが、中学校の

休日の部活動の段階的な地域移行を令和５年度か

ら進めていくという発表がされました。また、先

日はスポーツ庁の室伏長官が、社会の状況が変わ

り、少子化や教員の働き方から見ても改革する必

要があるタイミングであるとも述べております。

、 、にわかに児童・生徒を取り巻く環境 そして父兄

地域を巻き込む形で変革が起きているように感じ

られます。

質問の１項めの１点目、総合型地域スポーツク

ラブ・文化クラブとはどのようなものなのか。

２点目、創設にあたっての方針・指針はどのよ

うになっているのか。
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３点目、創設にあたっての今後のスケジュール

はどのようになっているのかお尋ねいたします。

続きまして、２項目めでございます。自衛隊と

むつ市の関わりについてお伺いいたします。むつ

市と自衛隊は、遡ること1902年、明治35年、帝国

海軍大湊水雷団が置かれたことから始まり、

1953年（昭和28年）大湊地方隊で現在の自衛隊に

改編されてから、大変長い歴史とともに一緒に歩

んでまいりました。共助の関係をしっかりと築き

上げてきたのは言うまでもありませんが、前回、

今回の公約の中で取り上げておりましたことにつ

いてお伺いいたします。

自衛隊が活動しやすい環境をつくるために注力

していくことを感じております。また、自衛隊が

地域とともに成長するために、市民がその活動に

ついてしっかりと認識し、理解をし、応援するこ

とが隊員の皆様の士気高揚につながるのではない

かとも考えます。そこで２点お伺いいたします。

１点目は、2018年の公約である「自衛隊員と家

族の皆様とともに歩む 「さきもりのまち」の責。

任」とあり、そして今回の公約には「自衛隊家族

支援」とあるが、その意図とこれまでの成果はど

のようになっているでしょうか。

２点目は、自衛隊の地域貢献活動について市と

しての協力体制と具体的な事業並びに成果につい

てお伺いいたします。

以上、２項目５点を壇上からの質問とさせてい

ただきます。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。佐藤

広政議員のご質問にお答えいたします。

まず、むつ市版総合型地域スポーツクラブ・文

化クラブ創設についてのご質問の１点目、総合型

地域スポーツクラブ・文化クラブはどのようなも

のなのかについてお答えいたします。総合型地域

スポーツクラブとは、人々が身近な地域でスポー

ツに親しむことができるスポーツクラブであり、

子供から高齢者までの多世代、様々なスポーツを

行う多種目、初心者からトップレベルまでそれぞ

れのレベルに対応する多志向という３つの特徴を

持ち、地域住民により自主的、主体的に運営され

るスポーツクラブのことであります。むつ市版と

したのは、むつ市の地域特性を組み込んだ形で総

合型地域スポーツクラブ・文化クラブを目指すこ

ととしたためです。

次に、ご質問の２点目、創設にあたっての方針

・指針について及びご質問の３点目、創設にあた

っての今後のスケジュールについては、関連があ

りますので、一括してお答えいたします。

創設にあたっての詳細につきましては、今後市

役所関係部局において検討を重ねた後、地域でス

ポーツや文化活動を行っている関係団体や施設の

管理者等を交えて検討を開始したいと考えており

ます。

また、中学生の減少により学校部活動の存続に

苦慮する中学校も多くなってきており、それによ

ってやりたいスポーツ活動、文化活動をできない

子供たちが多くなってきていることから、むつ市

版総合型地域スポーツクラブ・文化クラブが子供

たちの望むスポーツ活動を行う受皿となること、

そしてこれまでできなかった競技にも触れる機会

を提供できる組織となることを目指してまいりま

すので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、自衛隊とむつ市の関わりについてのご質

問の１点目、2018年の公約についてお答えいたし

ます。市といたしましては、むつ市在住の海上自

衛隊及び航空自衛隊の隊員が災害時等に派遣され

た際に、隊員の不在により留守家族が抱く子育て

や介護などに対する不安感を少しでも軽減し、派

遣された隊員が安心して任務に専念できるよう、

留守家族の皆様へ支援を行うことが重要と考え、
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隊員家族あんしん協定を平成26年12月１日に海上

自衛隊大湊地方総監部及び航空自衛隊第42警戒群

と締結しております。

支援の内容といたしましては、部隊内に設置す

る臨時の保育施設への支援、利用可能な保育、託

児施設等の情報提供及び紹介、介護を要する方へ

の介護サービス等の情報提供及び紹介、その他派

遣の状況に応じ、必要と思われる事項となってお

ります。

これまでの実績といたしましては、災害等が発

生し、緊急登庁する隊員の子供の一時預かり所を

部隊内に開設することに備え、保育に当たる隊員

に対し助言や指導を行う保育士の派遣や、市内保

育施設における保育研修を平成27年度からこれま

で10回実施しておりますほか、託児施設の情報提

供を行っております。

また、介護に関する支援といたしましては、平

成28年度に介護研修を、令和元年度には認知症サ

ポーター養成講座を実施しておりますほか、介護

サービス等の情報提供を行っております。今後に

おきましても、隊員が災害時等に派遣された際、

残されたご家族の気持ちに寄り添えるよう、必要

な支援を継続してまいりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

次に、自衛隊とむつ市の関わりについてのご質

問の２点目、自衛隊の地域貢献活動について市と

しての協力体制と具体的な事業並びにその成果に

ついてお答えいたします。市の防災対策におきま

しては、市が主催するむつ市総合防災訓練へ平成

17年から毎年ご参加いただいているほか、令和２

年度からは海上自衛隊大湊地方総監部の全面的な

支援を受け、むつ市防災図上訓練を、訓練参加者

には、事前の訓練内容を提示しないブラインド式

で開催しており、避難指示の発令判断や災害情報

の共有などの災害対応の基本的事項を確認し、災

害対応における問題点を把握するとともに、市職

員の災害対応能力の向上を図っております。

また、近年では令和３年８月９日、むつ市・風

間浦村豪雨災害や、先月の川内町福浦山付近林野

火災におきまして、陸上自衛隊第５普通科連隊及

び海上自衛隊大湊地方総監部からのリエゾン、情

報連絡員派遣により、むつ市災害対策本部での救

助方法の検討や各種情報の提供共有、夜間におい

て林野火災現場での上空からの偵察といった災害

派遣や近傍支援をいただくなど、むつ市の防災、

災害対策において自衛隊は非常に心強い存在、パ

ートナーとなっております。

次に、むつ市と海上自衛隊大湊地方総監部とは

令和２年に「むつ市のうまいは日本一」推進協定

を締結し、むつ市産品の消費拡大やプロモーショ

ンについて互いが協力し、包括的な連携の下に、

むつ市における農林水産物及び特産品の消費拡大

を図り、地域経済の活性化及び食育活動の推進等

に努めていただいております。

具体的には、川内町の漁業者や大畑町のイチゴ

農家などの産地を訪問していただいたほか、地域

の生産者を基地内に招き、むつ下北産の食材を使

用した自衛隊内での給食で会食を行うなど、生産

者との交流を図ったほか、地ワインのイメージ向

上と流通拡大のため、護衛艦名を付した「下北ワ

インＣａｐｔａｉｎ'ｓＳｔｏｃｋ」の開発に協

力していただくなど 「むつ市のうまいは日本、

一！」を推進していただいております。

また、海上自衛隊大湊地方総監部及び航空自衛

隊第42警戒隊からの市並びに市内経済団体への企

画提案により、大湊海自カレーや大湊Ｓｏｒａ空

っ！を共同で開発し、ご当地グルメとして全国へ

発信するなど、交流人口の拡大に大きく寄与して

いただいております。その結果として、大湊海自

カレーは約６万食、大湊Ｓｏｒａ空っ！は約４万

9,000食が達成されており、地域経済の活性化に

大きく貢献しているものと認識しております。
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このように自衛隊とは明治35年の海軍大湊水雷

団創設以来、長年にわたり共存共栄の関係を築い

てまいりましたので、国防において重責を担う自

衛隊に対して、地元としても惜しみない協力をさ

せていただきたいと考えておりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

（ ） 。〇15番 佐藤広政 ご答弁ありがとうございます

順番に再質問をさせていただきたいと思います。

まず、むつ市版総合型地域スポーツクラブ・文

化クラブの創設についてですが、総合型地域スポ

ーツクラブ・文化クラブというものが多世代、多

種目、多志向という３つの特徴を持ち、さらにむ

つ市版ということで、むつ市でしか実現できない

スポーツクラブ、文化クラブを目指すということ

で、例えばボルダリング施設の活用等を含めた独

自性のあるものになることに大変、大いに期待し

ております。

また、方針、スケジュール等については、まだ

これから検討を開始するということですので、ぜ

ひ熟議を重ねた上で、よりよいものにしていただ

ければと思います。

ただ、ご答弁いただいた中に中学生の部活動に

ついてのご答弁がありました。私は、部活動の地

域移行ではなく、部活動の地域展開であると感じ

ております。しかし、現状のまま地域に展開する

ことは無理が生じてくるはずです。地域に指導が

できる人材がいるとは限らないとも感じておりま

す。指導者や活動場所を確保するためにはお金が

かかる、当然有料になってくるのではないかとも

思われます。

また、今回の部活動の地域展開は、基本が教職

員の働き方改革の一環としての部活動改革だとも

思っております。部活動改革なくして働き方改革

なしとまで言われております。まず問題は、そも

そも教員の残業を前提とした時間設計になってい

ることです。国は教員の残業の上限を月45時間と

していますが、部活動ガイドラインのとおりやっ

たとしても、その時点で残業が44時間になる計算

です。勤務時間の上限を超えずに部活動の指導を

することは、現実的に無理になってくるのです。

文部科学省が部活動の適正化を掲げたということ

は、現状が適正ではないということを認めている

ことだと思います。そこで、２点再質問させてい

ただきます。

１点目は、地域指導者の確保はどのようにして

いくつもりなのか。

２点目は、地域移行することによって、教員の

長時間労働の改革はどのようになり、その効果は

どのように受け止めているのかお伺いいたしま

す。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） 地域指導者の確保という

ご質問にお答えいたします。

指導者の確保につきましては、小学校部活動の

スポーツ少年団への移行の際にも課題となり、市

では平成30年度に指導者バンクを設立し、現在

15競技、23名、１団体の登録があります。これに

加えて各競技団体を通じての紹介や指導を希望す

る教職員や市職員の兼職兼業、プロスポーツチー

ムや大学等からの指導者の派遣、スポーツ推進委

員の活用など、様々な方法を駆使して指導者の確

保に努めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答え申し上げます。

中学校における部活動は、ご承知のように学校

教育の一環として行われており、人間関係の構築

を図るとともに、自己肯定感を高めるなど教育的

意義が極めて高い一方、教職員の在校時間が長く

なる等の問題も見られております。

総合型地域スポーツクラブの創設により、学校
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部活動が移行されることとなれば、長時間勤務の

縮減につながるものと認識をしております。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。地域

指導者の確保ですが、15競技、23名、１団体とい

うことですが、まだ十分な確保数ではないと思い

ます。より一層の拡充に努めていただきたいと要

望させていただきます。

そして、教員の長時間労働の改善ですが、これ

は以前から言われていたことであり、長時間勤務

の軽減につながり、児童・生徒と向き合う時間を

つくることができる教員の心の余裕につながれば

と思っておりますので、ぜひともしっかりとした

形でやっていただければと思っております。

もう一点、再質問をさせていただきます。地域

活動の際に、事故等の責任対応はどのようになる

のかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

活動中の事故等に関しましては、それぞれの運

営主体や大会主催者において責任を負うことにな

りますことから、生徒がけがをした場合の救護や

保護者、学校、教育委員会等への連絡体制を確立

するとともに、練習場所への移動時や練習中のほ

か、団体で行う全ての活動時に対応できるスポー

ツ安全保険に全ての指導者や会員が加入するよう

指導してまいります。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。各種

団体が保険という形での対応をするということで

はございましたが、今までは教育活動の一環とし

て、学校管理下での部活動の場合はガイドライン

や指針があり、それに準じて生徒の健康を守るた

め、もっと言えば、生涯にわたってスポーツや文

化活動を楽しめる心と体を守るために、一定時間

内に活動するようにしているはずです。これが地

域移行になった場合、誰が管理してガイドライン

を遵守してもらうのかを明確にして、勝利至上主

義に陥らないようにしていかなければならないと

思います。

学校活動であれ、地域活動であれ、何を大切に

しなければならないのかを関係者、各団体の皆様

での協議の場で今後のしっかりとしたルールづく

りを検討していただきたいと思います。

、 、また 老若男女が通える地域スポーツクラブは

生涯スポーツの質も向上させ、自治体が選ばれる

魅力の一つになり得るかもしれません。ぜひとも

むつ市版総合型地域スポーツクラブ・文化クラブ

が魅力的な形になることを期待しております。そ

して、計画先行で児童・生徒を取りこぼすことの

ないよう、しっかりとした対応、対策をお願いい

たします。

続きまして、２項目めの１点目、自衛隊家族支

援ですが、任務遂行のためには、自衛隊員皆様の

ご家族が安心安全であることがどれだけ力になる

と思うか、この取組は大変すばらしいものだと思

います。大湊基地に赴任して本当によかったと思

っていただけることは、むつ市のこれからの発展

にもつながっていくのではないかと思います。ぜ

ひ今後もさらなる支援をよろしくお願い申し上げ

ます。

２点目ですが、防災の面での協力体制、図上訓

練に関しては、プロである海上自衛隊の全面協力

を得て、そしてむつ市・風間浦村豪雨災害、川内

町福浦での森林火災等での海上自衛隊、陸上自衛

隊の実質的な支援等々、本当に心強い以外の何物

でもないと思います。また、経済面や食の分野で

も、先日開催された大湊自衛隊グルメフェスティ

バルなど、地域と一体になっているのは感じては

おるのですが、しかし新型コロナウイルスによる
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地域行事のほか大湊ネブタなどのイベントの中止

により、市民の皆様と自衛隊との接点が減って、

。 、関係が希薄になっているように思います そこで

再質問をさせていただきます。

地域住民との親近感を醸成するためには、今後

どのようにして回復に努めていくのかお伺いいた

します。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

まず、イベントに関してでありますが、新型コ

ロナウイルス感染症の影響によりまして、自衛隊

基地内での行事は中止となっておりますが、先ほ

どお話があったとおり、先日６月18日に開催いた

しました大湊自衛隊グルメフェスティバルにおい

て、海上自衛隊大湊地方総監、そして航空自衛隊

第42警戒隊長にご出席をいただいているほか、多

数の隊員の皆様にイベント運営のサポートですと

か、自衛隊車両の展示など、多大なるご協力をい

ただいているところでございます。

また、今年10月に開催されるにぎわい再生イベ

ント推進事業実行委員会が主催します「Ｍｕｔｓ

ｕ Ｇａｔｅｗａｙ Ｆｅｓｔｉｖａｌ」におき

ましても、自衛隊の皆様にご協力をいただくこと

となっております。今後新型コロナウイルス感染

症の終息とともに、基地内の行事をはじめとした

イベントが再開され、地域住民との親近感が再び

醸成されるものと考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。様々

な形での共助を推し進めていただきたいと思いま

す。

最初にご答弁いただいた中にもありましたよう

に、明治35年の海軍大湊水雷団創設以来からの長

い歴史の中で、切っても切れないこの大切な共存

共栄の関係を大切にしていただき、自衛隊のご家

族が安心安全で生活できる環境づくりを構築して

いただき、市民の皆様の自衛隊への理解と応援が

崇高な国防の任に邁進できる原動力となり得るこ

とを切にお願い申し上げます。

最後に、ハンニバル・バルカ、カルタゴの将軍

でローマの最強の敵と言われた軍人の言葉で終わ

らせていただきます 「視点を変えれば、不可能。

は可能になる 。ありがとうございました。」

〇議長（大瀧次男） これで、佐藤広政議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午前10時40分まで暫時休憩いたします

午前１０時２７分 休憩

午前１０時４０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎浅利竹二郎議員

〇議長（大瀧次男） 次は、浅利竹二郎議員の登壇

を求めます。20番浅利竹二郎議員。

（20番 浅利竹二郎議員登壇）

〇20番（浅利竹二郎） おはようございます。ただ

いま大瀧議長よりご指名をいただきました自由民

主党、自民クラブの浅利竹二郎でございます。む

つ市議会第252回定例会において、３項目９点に

つきお尋ねいたしますので、市長並びに理事者各

位におかれては、簡潔明瞭、前向きなご答弁をお

願いいたします。

さて、このたび宮下宗一郎市長は、２期目に続

き３期目も無投票当選されました。最近の津軽地

方のある市長選では、現職を含め候補者が乱立乱

戦の様相を呈したことは記憶に新しいところでご

ざいます。このことは、現職市政に対する批判の

表れと見ることができますが、翻って宮下市政に

対する無投票当選は、市民が全幅の信頼、信任を
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与えた結果であり、その期待の大きさを表してい

るものと言え、改めて３期目当選をお喜び申し上

げます。

さて、コロナ禍、ウクライナ紛争、青森県自殺

率全国ワーストワンと、何かと暗い話題が先行す

る中、先般ヨットでの単独無寄港太平洋横断を成

し遂げた堀江謙一さん。帰国時の声明では 「今、

が青春真っ盛り」とコメント。83歳とか。登山家

の三浦雄一郎さんは、80歳にして３回目のエベレ

スト登頂に成功している等、目標達成に挑戦する

人間、いつの時代にも夢を追い続ける人間が存在

することで、国民も大いに啓発されているのでは

ないでしょうか。むつ市民を啓発し、共に前へ進

み、挑戦し続ける宮下市長に敬意を表しつつ、一

般質問に入らせていただきます。

質問の第１は、デジタル化の推進についてであ

ります。現在は、ＩＴ、デジタル技術の発展によ

り、これまで提供できなかった新しい価値が次々

。 、 、に生まれております そして ヒト・モノ・カネ

情報がつながることで、新しい発言や市場機会を

生み出すネットワーク価値などで、個人のライフ

スタイルから産業構造まで、世の中を変えようと

しています。

こうした時代の潮流の中、本年度の市長施政方

「 」 。針に デジタル化の推進 がうたわれております

私もこの流れに置き去りにされぬよう理解に努め

たいと考え、これからむつ市が目指す将来像につ

いて、私たちの生活においてデジタル化がどのよ

うに関わってくるのか等、次の３点につきお伺い

いたします。

１点目、社会生活におけるデジタル化の現状に

ついて。

２点目、ＩＴとＤＸの違いについて。

３点目、行政サービスにおけるデジタル化のメ

リット・デメリットについて。

以上、３点です。

質問の第２は、市の債権管理についてでありま

す。令和３年４月１日からむつ市債権管理条例が

施行されています。市税については、各年度の決

算審査において不納欠損額等に係る説明がなされ

ていますが、これ以外の債権、条例にある非強制

徴収公債権及び私債権については議論する場が少

ないように感じています。

昨今誤給付や給付金のだまし取り等が世間を騒

がせ、自治体の取組も日々多様化し、公的団体の

債権管理を執行するに当たっても、困難な場面が

想定されています。そこで、むつ市が直面してい

る課題、取組、対策等について、次の３点につき

お伺いいたします。

１点目、むつ市債権管理条例施行後、対象とな

った債権の種類及び数、回収された債権並びに未

回収債権の概要について。

２点目、未回収となっている要因と今後の取り

扱いについて。

３点目、誤給付等行政の事務処理上の錯誤によ

り生じた不当利得債権への対応について。

以上、３点です。

質問の第３は、車社会における高齢者の安全運

転確保についてであります 2019年４月 当時87歳。 、

男性運転の車が暴走し、親子２人が死亡した東京

池袋の事件等々、近年高齢ドライバーによる重大

、 。交通事故が多発 大きな社会問題化しております

むつ市でも日常生活を過ごす上で高齢者が自家用

車に頼らなくても済むような施策を取り入れつつ

あるものの、いまだ自家用車は地域住民の交通手

段として重要な位置づけであることに変わりあり

ません。

今年５月13日から高齢者事故防止へ新ルールに

改正になっていますが、そのことに関連し、未然

防止の観点も含め、次の３点につきお伺いいたし

ます。

１点目、新たに取り入れられた75歳以上の高齢
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ドライバーに対する運転免許更新時の新ルール

等、道路交通法上の改正点について。

２点目、むつ市内における高齢者の事故の実態

について。

３点目、高齢者運転の車に「急アクセル防止装

置」等を取り付けることについて。

以上、３点です。

これで壇上からの質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 浅利竹二郎議員のご質問に

お答えいたします。

デジタル化推進についてのご質問の１点目、社

会生活におけるデジタル化の現状についてお答え

いたします。現在の社会では、様々な分野におい

てデジタル化が進められており、一番身近な情報

通信機器と言われているスマートフォンの世帯保

有率は８割を超え、インターネットショッピング

、 、やキャッシュレス決済 ニュースなどの情報検索

動画視聴など、デジタルは日常生活においても欠

かせない存在となっております。

次に、ご質問の２点目、ＩＴとＤＸの違いにつ

いてお答えいたします。ＩＴとはインフォメーシ

ョンテクノロジーのことで、日本語としては情報

技術となります。これは、インターネットなどの

ネットワークを駆使して便利に物事を進める技術

のことであり、様々な物や仕組みを便利に行うた

めの技術のことを指しています。

一方、ＤＸとはデジタルトランスフォーメーシ

ョンのことで、日本語にするとデジタルによる変

容となります。これは、ＩＴやデジタル機器を活

用して、これまでのサービスやプロセスを再構築

することにより、世の中をより便利にしていくた

めの変化や改革などを示す言葉であります。例え

ばスマートフォンやパソコンはデジタル機器です

が、これらを利用し、職場に出勤せず業務を可能

とする仕組みは通勤形態でのＤＸであり、テレワ

ークという形で現在は定着しております。これに

より、これまではやむを得ず休暇を取得しなけれ

ばならなかった場合でも、自宅等で効率的に業務

を行うことが可能となりました。

次に、ご質問の３点目、行政サービスにおける

デジタル化のメリット・デメリットについてお答

えいたします。デジタル化の一番のメリットは、

市民の皆様の生活の利便性の向上を図ることであ

ります。今年度スマート窓口推進の取組として、

市民課の窓口業務に書かない、待たせない窓口を

実現するシステムの導入を計画しております。具

体的には、事前に市民の皆様に必要な情報をスマ

ートフォンに入力していただくことで、各種証明

書や転出情報などの申請書類を自動で作成するこ

とができるようになります。

また、スマートフォンを持っていない市民の方

には、市民課の職員が聞き取りにより申請書類を

作成し、希望する証明書等の発行を行うサービス

を提供いたします。

また、マイナンバーカードを活用し、市内及び

全国のコンビニエンスストアで住民票や戸籍証明

などの各種証明書の発行が受けられる来庁しなく

てもよいシステムとして、コンビニ交付システム

の導入も計画しております。

さらには、オンラインで各種手続が行えるオン

ライン申請サービスも導入し、市民の皆様の利便

性の向上を推進していきます。

次に、デメリットについてですが、これまでの

各種サービスにデジタル化のサービスを加えるこ

とから、特にありませんが、デジタルに不慣れな

方にも利用してもらえるようサポート体制を充実

させていきたいと考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

次に、市の債権管理についてのご質問及び車社

会における高齢者の安全運転確保についてのご質
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問につきましては、担当部長からの答弁とさせて

いただきます。

〇議長（大瀧次男） 財務部長。

〇財務部長（松谷 勇） 市の債権管理についての

ご質問の１点目、むつ市債権管理条例施行後、対

象となった債権の種類及び数、回収された債権並

びに未回収債権の概要についてお答えいたしま

す。

、 、本条例施行後 対象となった未収債権は19債権

4,514万3,543円で、うち非強制徴収公債権は老人

ホーム入所者負担金28万5,460円、私債権は市有

牛譲渡料 市営住宅使用料 奨学金貸付金など18債、 、

権、4,485万8,083円となっております。このうち

令和３年度における収納額は、市営住宅使用料、

奨学金貸付金など８債権、377万573円、また債権

管理条例に基づき放棄した債権は市有牛譲渡料、

牧野使用料など９債権、913万1,429円となり、令

和３年度末の未収債権は10債権、3,224万1,541円

となっております。

次に、ご質問の２点目、未回収となっている要

因と今後の取り扱いについてお答えいたします。

債権の種類と債務者ごとに実態が異なるため、一

概には申し上げられませんが、当初の契約の相手

方である債務者が既に死亡している場合や経済的

に返済が困難であることなどがその要因となって

おります。

今後の取扱いにつきましては、債務者との折衝

を継続して収納に努めるとともに、債権管理事務

を適正に行うことにより滞納を発生させないこと

が肝要であると認識しております。その上で、債

務者が生活困窮状態にある場合や、破産法や会社

更生法により債務者が責任を免除された場合な

ど、返済の見込みがないものは債権を放棄するな

ど適正な管理に努めてまいります。

次に、ご質問の３点目、誤給付等行政の事務処

理上の錯誤により生じた不当利得債権への対応に

ついてお答えいたします。振込先の誤り等があっ

た場合には、金融機関へ返金手続を依頼するとと

もに、相手方に謝罪をし、返金を求めることとな

ります。その後相手方が返金に応じない場合は、

不当利得返還請求などにより解決に向け対応する

こととなります。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） 車社会における高齢者の

安全運転確保についてのご質問の１点目、新たに

取り入れられた75歳以上の高齢ドライバーに対す

る運転免許更新時の新ルール等、道路交通法の改

正点についてお答えいたします。

、 、令和４年５月13日 改正道路交通法が施行され

75歳以上の高齢運転者の免許更新手続について、

認知機能検査の検査方法の変更、高齢者講習の一

元化、運転技能検査の新設の３点が改正されてお

ります。中でも運転技術検査の新設につきまして

は、免許有効期間が満了する日の直前の誕生日の

160日前から遡って３年以内に一定の違反歴があ

る方が対象となる検査であり、免許更新手続期限

までに検査に合格できない場合、運転免許証の更

新ができなくなるものであります。

次に、ご質問の２点目、むつ市内における高齢

者の事故の実態についてお答えいたします。青森

県警察が公表している市町村別の交通事故発生状

況によりますと、令和３年中のむつ市内交通事故

死傷者数として、死者１名中、高齢者が１名、負

傷者79名中、高齢者が12名となっております。ま

た、県内全体の数値にはなりますが、事故類型別

発生状況によりますと、高齢者以外の運転者によ

る交通事故の中では追突事故が最も多くなってお

りますが、高齢運転者による事故の中では、出会

い頭の事故が最も多くなっております。

次に、ご質問の３点目、高齢者運転の車に「急

アクセル防止装置」等を取り付けることについて

お答えいたします。国では、ペダル踏み間違い急
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発進抑制装置として定義づけし、様々な名称で各

社が開発しており、性能認定を受けた装置が国土

交通省より公表されております。

また、国では対歩行者衝突被害軽減ブレーキや

ペダル踏み間違い急発進抑制装置を搭載する車の

購入や後づけのペダル踏み間違い急発進抑制装置

の購入等を支援するサポカー補助金制度を令和２

年３月から昨年11月まで実施しておりました。現

在では、販売されている車両の多くに先進技術を

利用した安全運転を支援する装置が標準装備さ

れ、高齢者を含めた運転者の安全運転の支援につ

ながっているものと認識しておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） いろいろありがとうござい

ました。それでは、再質問に入ります。

まず、デジタル化の推進についての再質問です

が、先ほどＩＴとＤＸの違いについてはご説明い

ただきました。それでは、なぜ今ＤＸが求められ

ているのかについて、具体的な事例と、ＤＸを推

進するに当たってのむつ市の現状と課題につい

、 。て 分かりやすく簡潔に説明をお願いいたします

〇議長（大瀧次男） デジタル行政推進監。

〇総務部デジタル行政推進監（藤島 純） お答え

します。

新型コロナウイルス感染症の拡大により、全国

では定額給付金の支給の遅れやテレワーク環境の

整備の遅れなど、横断的なデータを十分に活用で

きない状況が起こり、様々な課題が明らかになり

ました。こうしたデジタル化の遅れに対して迅速

に対処するとともに、制度や組織の在り方等をデ

ジタル化に合わせて変革していくＤＸが求められ

るようになりました。

市では、今年度より人口減少や雇用の創出など

の地域の様々な課題を解決するため、デジタルの

力を活用し、課題解決に取り組むスマートシティ

構想に取り組むこととしております。この構想を

推進するため、地域の様々な団体の方々に参画し

ていただき、スマート推進協議会を立ち上げ、ま

ずは推進計画を策定し、地域の課題解決に取り組

んでいくこととしておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） デジタル化を推進するに当

たって、高齢化が進む昨今にあっては、高齢者に

寄り添い、高齢者にも優しいデジタル化の推進で

なければなりません。デジタル化を推進するに当

たり、今後直面する課題をどう捉え、どのように

克服していくのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） デジタル行政推進監。

〇総務部デジタル行政推進監（藤島 純） お答え

します。

デジタル化を進める上では、ご高齢の方だけで

はなく、デジタルを苦手とする方、不慣れな方で

も利用しやすいような利用者目線で利用者に優し

いデジタル化を進めることは大変重要なことであ

ると認識しております。市では、一番身近なデジ

タル機器と考えられるスマートフォンなどの操作

研修会などを開催し、まずはデジタルに触れる機

会をつくっていきたいと考えております。

誰一人取り残さない人に優しいデジタル化の実

現のため取り組んでまいりたいと考えております

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） ありがとうございます。こ

の項の最後に、ＤＸの恩恵を最大限に生かしたむ

つ市の将来像について、ぜひ市長の所見を伺いた

いと思います。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

将来像ということですけれども、まずデジタル

化というのが高齢者の方々から見て、少し遠い存
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在のように思われる方が多いと思います。ただ、

もうすごく身近な存在として、むしろ今の時点で

高齢者の皆さんの生活を支えている基幹的な技術

であるということを、私一つの事例を用いて説明

をさせていただきます。

今般むつ市大規模接種あるいはワクチンの接種

ということで、全国の自治体と比べると圧倒的な

スピードで、これ終えることができました。これ

を根幹で支えていたのがまさにデジタル化ＤＸで

ありました。というのも、私たち予約を、接種券

に日時を記載して皆さんに送付させていただきま

したけれども、あれ入力全て、当たり前ですけれ

ども、パソコンがやっています。パソコンがやっ

ているというのは、人が入力していないのです。

これＲＰＡというロボティック・プロセス・オー

トメーションという技術を活用して、10台程度の

パソコンが一斉にある一定のアルゴリズムを利用

して予約を入れる仕組みをつくったのです。これ

は、職員がつくったので、大変すばらしい仕組み

だと思うのですけれども、つくりました。

アルゴリズムとかＲＰＡと言うと、またよく分

からなくなってくると思うのですが、簡単に言う

と、命令を出すのです、私たちが。例えば世帯主

が高齢の順番に予約を入れなさい、あるいは大規

模接種、あるいは個別の接種にしても、どこどこ

の病院に、１回目そこに行ったところは、２回目

もまたそこを入れなさいと。それを入力するだけ

で、10台のパソコンが一斉に動き出すのです。そ

うすると、接種券に予約日時、個別の接種券を、

例えば浅利さんの接種券だから、浅利さんは何歳

で、どういう世帯で、だから、どこに住んでいる

から、ここの病院が一番近くて、ここで打つのが

いいですよということを瞬時にパソコンがやって

しまう。これ人間がやると、職員何百人単位で、

それこそ１週間、２週間かかることをたった１日

かそこいらでやってしまう。そういう技術を今も

う既にむつ市は活用して、市民の皆様の、例えば

ワクチン接種という文脈の中でも利便性向上に大

きく貢献している。

こういうことを突き進めていけば、あらゆる行

政分野で効率よく市民の皆様に行政サービスが提

供できるというふうに考えていますし、そもそも

双方向での様々な情報のやり取りができますの

で、市民の皆様のふだんの、日常のニーズという

か、要望というか、そういったことも瞬時に受け

付けることができて、またそれに応えることもで

きるようになってくる。さらにそうしたサイクル

が出来上がれば、生産性が向上して、所得が向上

するサイクルがつくれる可能性がある。そういっ

た地域は、多くの先端の技術を有する企業からも

注目をされて、そうした日本を代表する企業も立

地や、あるいは私たちと一緒に仕事をしたいとい

うふうに言ってくれる企業も出てくる。現にもう

既に皆さんもよくご存じの体重計のタニタが、我

々のところと一緒に健康づくりをしたいと言って

。 、きてくれている そういった企業が増えることで

さらに仕事が増えてくるということにつながって

くるのがまさにむつ市ＤＸ、そしてスマートシテ

ィだというふうに考えておりますので、これを推

し進めることによって、ともかく高齢者も含めて

全ての市民の皆様にデジタル化の恩恵がしっかり

行き届くよう、そして何よりも幸せにこのむつ市

で暮らせるようになるよう取り組んでまいります

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） ありがとうございます。デ

ジタル化については、時代の趨勢ということは理

解しますけれども、では具体的に理解しているか

というと、なかなかそこまでいっていないのが高

齢世代の実態であります。

先ほどスマートフォンの講習会をやるとかと説

明していただきましたよね。これをぜひ私も受講
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したいと思いますので、見過ごさないように、ち

ゃんとはっきり、後で市民の皆さんに周知徹底で

お願いします。

次は、市の債権管理についての再質問に入りま

す。未回収債権について、その要因と今後の取り

扱いについて、時効との関連を含め、対応方につ

いてお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 財務部長。

〇財務部長（松谷 勇） お答えいたします。

未収債権への、まず対応についてでありますけ

れども、具体的には電話や文書による催告、訪問

による納付交渉や生活状況の実態把握などに努

め、早期の解消を図ってまいります。

時効との関連についてでございますけれども、

非強制徴収公債権は地方自治法により、一方私債

権は民法により、５年から10年が経過することで

消滅となりますので、公平性の観点からも安易に

時効となることがないよう努めてまいりたいと考

えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） 回収困難事例につきまして

は、最近山口県阿武町の臨時特別給付金の誤給付

による未回収分、また平成30年大阪府摂津市での

住民税還付金過大支払いに対し、市側の誤り、使

ってしまったので、返す義務なしなど、拒否して

いる事例があります。こうした事例は、不当利得

、 、に該当するものと思われますが むつ市において

。 、これに類する事例がなかったかどうか その場合

口座の差押え等の対策が十分であったか、また検

討されたかどうかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 財務部長。

〇財務部長（松谷 勇） お答えいたします。

過去に誤給付等によって未回収になった事例と

いうことでございますけれども、振込先の誤りと

いうものがございましたけれども、相手方へ速や

かに説明と謝罪をすることで返還されておりまし

て、当市において未収債権となった事例は今まで

ございません。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） 裁判の判決を受けた後の回

収にもいろいろ課題があるように思います。判決

確定後にあっても、直ちに債権の回収とならない

事例が大阪府摂津市の事例であります。こうした

事例に対するむつ市としての対処方針等はあるの

でしょうか、お伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 長いむつ市の歴史の中で、

この誤給付ということについては多数例はあった

と思います。ところが、やはり市民の皆様も、あ

る意味誤給付しても、ああ、そういうことかと、

市役所、間違えたのだねと、笑って許してくれる

市民の方々が多いというのがむつ市民、むつ市の

様子だと思いまして、そういう意味では誤給付し

て未回収になっている債権というのは、これはむ

つ市の中にはありません。

今ご質問のあった確定判決があった後の債権の

回収の問題ということについては、市が回答する

、 、レベルを超えていて これ裁判所のお話ですので

我々としてなかなかこれに答えることはできない

ということでご理解いただきたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） ありがとうございます。今

のＩＴ時代というか、こういう時代は、卓上のキ

ーボード一つで簡単に巨額の不当利得債権という

のが生じる時代になっております。往々にして担

当者任せが過誤の要因となっているので、ダブル

チェックに徹した業務推進に励んでもらいたい

と、ここで要望しておきます。

次は、車社会における高齢者の安全運転確保に

ついての再質問に入ります。身体機能の衰え、認
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知機能の低下等には個人差がありますけれども、

いわゆる高齢者が引き起こした交通事故の年齢別

統計はどのようになっているのかお伺いいたしま

す。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

青森県警察が公表している資料によりますと、

令和３年１年間の交通事故発生件数は2,458件で

ありまして、そのうち高齢者が第１当事者となっ

ている件数は671件で、全体の27.2％となってお

ります。

また、内訳を年代別で見ますと、65歳から69歳

までが203件で30.2％、70歳から74歳までが228件

で34％、75歳以上が240件で35.8％となっており

ます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） ありがとうございます。警

察、交通安全協会等では、高齢者に対し、免許の

積極返納を推奨しております。返納時の年齢層は

どうなっているのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

警察庁が公表している資料によりますと、令和

３年中の青森県内の免許返納者数は4,869名とな

っておりまして、そのうち65歳以上の人数は

4,544名で93.3％となっております。高齢者の内

訳を年代別で見てみますと、65歳から69歳までが

565名、12.4％、70歳から74歳までが1,356名、

29.8％、75歳以上の方が2,623名、57.7％となっ

ております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） ありがとうございます。自

動車免許の返納理由に高齢による運転不安等の理

由があれば、アクセル、ブレーキの踏み間違い等

を経験している可能性が高いと思います。返納に

至る前の事故未然防止対策として、急アクセル防

止装置等の装備は有効と考えますが、これはどう

でしょう、この考えについて。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

平成27年度に警察庁が運転免許証の自主返納に

ついて調査したアンケート結果によりますと、自

主返納をしようと思った主な理由として、家族等

に勧められたときが33％、運転する必要がなくな

ったように感じたときが29.4％、運転に自信がな

くなったように感じたときが19.2％となっており

ます。また、令和３年中の全国での75歳以上高齢

運転者による交通死亡事故の人的要因のうち、

10.7％がブレーキとアクセルの踏み間違いという

結果が出ておりますことから、装置の設置による

事故の防止については効果があるものと認識して

おります。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 20番。

〇20番（浅利竹二郎） 要望いたします。急アクセ

ル防止装置等を取り付けることが高齢者の悲惨事

故防止対策に有効ならば、むつ市においても補助

金制度等を創設し、積極装備を推進すべきと考え

ますので、これは要望としておきます。

これで一般質問を終わります。ご清聴ありがと

うございました。

〇議長（大瀧次男） これで、浅利竹二郎議員の質

問を終わります。

ここで、昼食のため午後１時まで休憩いたしま

す。

午前１１時１８分 休憩

午後 １時００分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。
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◎工藤祥子議員

〇議長（大瀧次男） 次は、工藤祥子議員の登壇を

求めます。２番工藤祥子議員。

（２番 工藤祥子議員登壇）

〇２番（工藤祥子） 日本共産党の工藤祥子です。

毎日報道されるロシアの侵略戦争の映像を見

て、世界中の人たちが胸を痛めています。国連総

会の場で７割を超える国々がロシアへの２度の非

、 、難決議を上げたにもかかわらず 戦争が長期化し

先が見えません。この危機に乗じて、力対力、軍

事対軍事への動きを加速させようという動きもあ

り、見過ごすことができません。この方向は、戦

争を招く危険な道です。過去の戦争の体験と犠牲

の上に積み重ねてきた今日の国際的な平和の秩序

を壊してはなりません。日本政府は、日本国憲法

９条を生かした平和外交の先頭に立ち、国連憲章

を守れ、ロシアは侵略をするなと国際社会の平和

を求める連携の流れに力を尽くすべきです。

それでは、一般質問に入ります。

第１の質問は、昨年取り組まれたむつ市子ども

貧困調査についてです。2021年２月に国は初めて

子供の全国貧困調査を行い、貧困対策に関する大

綱を閣議決定し、市町村にも推進計画策定を義務

づけました。むつ市も昨年の８月、市内の小・中

学校に通う小学５年生と中学２年生及びその保護

。 、者に郵送でアンケート調査を行いました そこで

２点ほど質問します。

１点目は、アンケートの調査報告と対策計画に

ついてです。むつ市の現状についてどのように受

け止めましたか。そして、むつ市子どもの貧困対

策推進計画にどのように反映させたのか、まずお

伺いします。

、 、２点目 これまで遅れていた子育て支援の一つ

子ども医療費無料化事業が大きく動き出そうとし

ています。40市町村の中で、中学校までの通院費

無料を実施していなかったのは、むつ市だけでし

たが、３期目宮下市長の公約ということで歓迎さ

れ、期待されています。今後推進計画に明記され

るものと思いますが、今の時点で語ることができ

る範囲で報告をお願いいたします。

また、就学援助制度の充実、利用率の向上につ

いて、新たな取組方向はあるのでしょうか。今日

の物価高騰により給食費も影響を受けている各地

の報道が出ていますが、むつ市は大丈夫なのでし

ょうか。給食の無料化や支援する自治体が増えて

、 。きていますが 推進計画との関連でお聞きします

第２の質問は、むつ市過疎地域持続的発展計画

についてです。これまでの過疎地域自立促進特別

措置法が2021年３月で期限を迎え、過疎地域の持

続的発展の支援に関する特別措置法、新過疎法が

成立しました。1970年に初めて制定されて以来、

改正と延長を繰り返してきましたが、昨年国会で

全会一致で成立しました。

この新過疎法は、前文を新たに設け、過疎地の

役割 課題 目指す姿を明記し 法律の目的を 過、 、 、 「

疎地域の持続的発展に関する施策を総合的にかつ

計画的に推進する」としています。そして、平成

11年４月以降の合併市町村の一部過疎の枠組みを

残しました。これにより、旧大畑町、旧川内町、

旧脇野沢村が一部過疎となっています。

、 、衆参の総務委員会では 新過疎法制定について

決議が上げられました。合併市町村の過疎対策の

効果の検証と継続的な支援を行うこと、市町村計

画に多様な住民の意見を十分に反映することなど

の内容です。これを受けて、昨年の９月、むつ市

議会でむつ市の条例が全会一致で議決されまし

た。

１点目の質問は、旧過疎法を経て、見直しや追

加についての主なものを説明してください。そし

て、新過疎法にどう反映させたのかお答えくださ
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い。

２点目として、新過疎法の決議、住民の意見を

十分に反映させることについて、どのように実施

するのかもお聞きいたします。

第３の質問、川内地域の観光施設等についてで

す。まず、川内川渓谷遊歩道整備についてです。

秋の紅葉もいいけれども、芽吹きで山全体がほん

のりと赤く染まり、山桜がところどころアクセン

トを添える春もみじの景色が一番きれいという声

も多数あります。川内川渓谷遊歩道は4.4キロあ

り、平成４年（1992年）にオープンしましたが、

平成28年（2016年 、６年前の台風で張出歩道か）

ら福寿の小径で落石や土砂崩れが発生し、通行止

めとなっています。現地に行けば、大滝公園そば

のセキレイ橋を渡った箇所に通行止めの看板、ま

たあすなろ橋の手前に看板が立っています。コロ

ナ前は旅行客から、通行止めについて近くの温泉

受付に苦情があったと聞いています。以前にも質

問し、多額の経費がかかるという答弁で取り上げ

ることも勇気が必要でしたが、見通しについて改

めてお聞きします。

ホームページを開けると、川内川渓谷遊歩道の

観光情報で、最初８件ほどは通行止めという情報

、 。が出てくるのですが 半分は全く触れていません

通行止め部分があっても魅力は十分ありますが、

受け入れる側、地元として丁寧な説明、楽しみ方

の提案等があってもいいのではないでしょうか。

フクジュソウ、またカタクリの密集地域散策コー

スへの道も無理なのでしょうか。

次に、湯野川公衆トイレについてです。現在閉

鎖され、冬期間、凍結防止のため閉鎖いたします

という貼り紙が貼られているままです。近所の方

から聞いた話ですが、旅行客が山に入って用を足

している姿を見たということです。利用できるよ

うにすべきではないでしょうか、お聞きします。

第４、最後の質問です。パートナーシップ宣誓

制度についてです。青森県として、今年２月７日

に制度をスタートさせました。宣誓には 「青森、

県では、すべての人が性別にかかわりなく個人と

して尊重され、自らの意思と選択に基づいて自分

らしく生きることができる社会を目指し 「様々」

な性的指向や性自認の人たちの生活上の障壁をな

くすことを目的に、パートナーシップ宣誓制度を

開始します」とあり、受領書を交付されると、県

立病院でパートナーとしての入退院の付添い、基

準を満たされている場合、県営住宅の入居申込み

等ができます。スタートの早かった弘前市では、

３組の方が宣誓しています。全国でこの制度を導

入する自治体が増え、147になっていると報道さ

れています。多様性が尊重される社会へ向かう今

日、むつ市も積極的に一歩を踏み出すべきと考え

ます。

以上、壇上からの質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 工藤議員のご質問にお答え

いたします。

まず、むつ市子ども貧困調査についてのご質問

の１点目、調査報告と対策計画についてお答えい

たします。むつ市では、令和４年３月に教育の支

援、生活の安定に資するための支援、保護者に対

する職業生活の安定と向上に資するための就労の

支援、経済的支援の４つの支援を柱としたむつ市

子どもの貧困対策推進計画を策定いたしました。

本計画の策定に当たりまして、昨年８月に市内

小学５年生及び中学２年生と、その保護者等を対

象としたアンケート調査を実施しております。こ

のアンケート調査におきましては、貧困世帯及び

独り親世帯の子供が将来の夢や希望を持つ割合や

進学希望の割合が総体的に低いという結果が出て

いることから、子供たちが夢を持ち、希望をかな

え、豊かな未来を実現できるよう多面的な貧困対
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策の実施が必要であると認識しております。

今後におきましても、Ｓｍｉｌｅ Ｋｉｄｓ

Ｏｆｆｉｃｅにっこりっこにおける妊娠期から子

育て期にわたる切れ目のない支援の充実を図ると

ともに、全ての子供の夢と希望をかなえようとい

う本計画の基本理念に基づき、関係機関と連携を

図りながら適切な支援に努め、当市の状況に即し

た事業の実施について検討してまいりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

次に、そのほかのご質問につきましては、教育

委員会及び担当部長からの答弁とさせていただき

ます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 工藤議員のむつ市子ども貧

困調査についての２点目のうち、教育委員会が所

管しております就学援助制度、給食費支援等につ

いてお答えいたします。

まず、給食費支援等についてのご質問にお答え

いたします。昨今の新型コロナウイルス感染症の

状況や社会情勢の不安定化を受け、保護者が負担

する給食費は増額となっていないかとのことであ

りますが、市内の小・中学校の給食費は、自校式

により配食している学校についてはそれぞれの学

校ごとに、給食センター方式により配食している

学校については給食センターごとに決定しており

ます。

昨今の社会情勢により、原油価格や原材料費の

高騰について話題となっておりますが、市内の小

・中学校に確認いたしましたところ、年度中途か

らの給食費の値上げの予定はないと伺っておりま

す。したがいまして、各学校や給食センターにお

、 、いては 献立や納入方法等を工夫することにより

それらの影響を最小限にしているものと認識して

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、就学援助制度のご質問については、教育

部長からの答弁とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 子どもみらい部長。

〇子どもみらい部長（吉田由佳子） むつ市子ども

の貧困調査についてのご質問の２点目、子どもの

医療費無料化事業、就学援助制度、給食費支援等

についてのご質問のうち、子どもの医療費無料化

事業についてお答えいたします。

子どもの医療費無料化につきましては、乳幼児

等医療費給付事業において、これまで段階的に制

度の拡充を図ってまいりましたが、無料化対象者

の拡大について、市民の皆様の期待が大きい事業

であることは承知しております。市といたしまし

ては、現在支援の拡充について協議を進めている

ところでありますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（伊藤大治郎） 就学援助制度を利用し

ている率についてお答えいたします。

市内の小中学校において、今年度就学援助制度

を利用している児童・生徒数は、６月10日の時点

で全児童・生徒数3,644名に対し426名、率にして

約11.6％となっております。令和３年度は、全児

童・生徒数3,720名に対し467名、率にして約

12.5％でありましたので 前年度と比較して0.9ポ、

イントの減となっております。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） むつ市過疎地域持続

的発展計画についてのご質問の１点目、旧過疎地

域自立促進特別措置法を経て、見直しや追加をど

のように計画に反映させたのかについてお答えい

たします。

本計画は、国の過疎対策に関する特別措置法に

基づくもので、昭和45年から10年を単位として法

律制定あるいは期限の延長を実施してきたもので

ありまして、一定の要件を満たす過疎地域におけ

る取組を支援するため、国が財政措置を行うため
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のものであります。

これまでむつ市では、平成12年制定の過疎地域

自立促進特別措置法の規定により、過疎地域とみ

なされる旧川内町、旧大畑町、旧脇野沢村の３地

域の振興発展の指針とするため、平成22年にむつ

市過疎地域自立促進計画を策定し、令和２年度ま

で運用してまいりましたが、過疎地域自立促進特

別措置法が令和２年度末で期限を迎え、新法とし

て令和３年制定の過疎地域の持続的発展の支援に

関する特別措置法が施行されたことに伴い、令和

３年度にむつ市過疎地域持続的発展計画を策定し

ております。

旧法における過疎対策の理念が過疎地域の自立

促進を図ることであったのに対し、新法では過疎

地域の持続可能な社会の形成及び地域資源等を生

かした地域活力の向上と改められましたことか

ら、３地域による持続可能なまちづくりを推進す

ることにより、人口減少率の上昇を防止し、計画

期間である令和８年３月末において、３地域の人

口9,540人以上を維持することを目標値といたし

ました。

、 、 、次に 施策に関する事項といたしまして 移住

定住、地域間交流の促進及び人材育成と再生可能

エネルギーの利用の推進を追加し、川内地域と脇

野沢地域を拠点として活動している地域おこし協

力隊や大畑地域の燧岳での地熱利用の取組等を記

載しております。

また、産業の振興におきましては、ジオパーク

の項目を追加し、３地域の特色ある資源を生かし

た持続可能な地域づくりについて記載しておりま

す。

そのほか、３地域それぞれにおいて抱えている

課題が異なり、それぞれの地域の特色を生かした

地域活力の向上を図る必要があるため、地域ごと

の実情と対策についてを追記しております。

市といたしましては、本計画を基に川内地域、

大畑地域、脇野沢地域の持続可能な社会の形成及

び地域資源等を生かした地域づくりを振興してま

いりますので、ご理解賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、計画実施に住民の声を

どう反映させていくのかについてお答えいたしま

す。新過疎法の施行の際、衆議院及び参議院にお

いて過疎地域持続的発展市町村計画の策定につい

ては、住民自治の徹底の観点から、多様な住民の

意見が十分に反映されるよう市町村に周知するな

ど、必要な措置を講ずることと決議されましたこ

とから、広報むつ並びに市ホームページにて市民

の皆様へお知らせをし、パブリックコメントを行

いました。

住民の意見の聴取については、ｅメールやお手

紙等を活用した市民の声にて日常的に意見を伺う

ほか、町内会長と市長との懇談会を実施しており

ます。

また、市の最上位計画でありますむつ市総合経

営計画におけるワークショップやむつ市総合開発

審議会による意見交換、そして市議会での議論な

ど、多くの場面を通じて市民の皆様からご意見を

いただいております。

これらの多くの意見が市の方針としてそれぞれ

の計画に生かされ、全体として網羅的かつ統一的

に市政に反映されておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

次に、パートナーシップ宣誓制度についてのご

質問、制度の導入を早期に進めるべきについてお

答えいたします。市では、性別にかかわらずお互

いに尊重し、多様な価値観を認め合いながら、自

分の意思と選択に基づき、心豊かに暮らすことが

できる社会の実現が重要であると考えておりま

す。

パートナーシップ宣誓制度の導入につきまして

は、当事者の方々が受けられるメリットや青森県

及び他市の動向を注視しつつ研究してまいりたい
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と考えてございますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 川内地区の観光施設等に

ついてのご質問のうち、川内川渓谷遊歩道の整備

についてお答えいたします。

、 、 、川内川渓谷遊歩道は 全長約4.4キロで 新緑

、 、 、紅葉といった樹木の彩りを楽しめるほか 春 夏

秋と季節ごとに様々な花々が咲き、雄大な自然を

満喫できる川内地区の代表的な観光スポットであ

ります。また、下北ジオパークのジオサイトでも

ありますことから、むつ市総合経営計画で進める

広域周遊観光の拠点でもあると認識しておりま

す。

この遊歩道は、平成４年４月に供用を開始しま

したが 張出歩道の老朽化が著しいほか 平成28年、 、

度の台風の影響により あすなろ橋付近の約350メ、

ートルの区間に落石及び土砂崩れがあり、遊歩道

を利用される皆様の安全を第一に考え、当該区間

を通行止めとしております。

改修には多額の費用を要することから、通行止

めを解除する状況には至っておりませんが、遊歩

道の最大の見どころであります大滝から下流部の

約3.2キロの区間にはセキレイ橋やあじさい橋、

また令和２年度に全面改修した滝見台等の展望ス

ポットがあり、豊かな水源がもたらした自然の造

形美を堪能しながら散策することができます。

今後も引き続き遊歩道の点検を定期的に実施

し、危険な枝の除去や草刈り等を行うなど、川内

川渓谷遊歩道を利用される皆様が安全、そして快

適にご利用いただけるよう環境整備に努めてまい

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 都市整備部長。

〇都市整備部長（中里 敬） 川内地区の観光施設

等についてのご質問のうち、湯野川公衆トイレに

ついてお答えいたします。

湯野川公衆トイレにつきましては、利用者の減

少により、令和２年度をもちまして閉鎖しており

ます。市といたしましては、むつ市公共施設等総

合管理計画の方針に基づき、施設の廃止等に向け

た手続を進めてまいりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） どうも失礼しました。多岐に

わたって質問しましたので、ちょっと混乱してお

りますが。

国の貧困調査、昨年の２月に行われましたけれ

ども、７人に１人が貧困状態にあるということが

大きく報道されています。でも、ある学者に言わ

、 、 、 、せれば 国の設問とか基準 国の調査 県の調査

各自治体の調査の基準がばらばらで、なかなか比

較できないというふうな批判の声もあるのですけ

れども、むつ市の先ほどのですけれども、感想、

なかなか様々な設問がされて、一部の方が大変困

っている、本当に苦しんでいるという状況は、そ

れなりに私もアンケート調査を見て知ることがで

きました。

私がもう一つ気になったのは、そのアンケート

調査の中の学校調査、22校の学校に対して調査を

している箇所なのですが、令和元年度と令和２年

、 。度の状況について 次のような記述があるのです

学校の子供の貧困状態について感じたことがある

かどうか、22校の方の返答ですが、感じたことが

あるというのが30％、そしてどういう場面が感じ

ていますかという設問に対しては、教材費や給食

、 。 、費の未納 そして滞納があるということ そして

学用品を買えない方が50％いる。子供の服装で感

、 、じる 保護者との面談に話があったということで

むつ市の子供の置かれている状況もなかなか厳し

いものがあるのではないかなというふうなことを

私は学校調査の中で感じております。

そして、格差が広がってきて、子供の貧困が広



- 40 -

がってきているというふうなことで、様々な今支

援制度が行われていますけれども、子どもの医療

費無料化事業ということで市長が勇気を持って踏

み込むという公約を掲げましたが、今言えること

は、どこまで言えるのでしょうか。まだこれから

ということなのですね。

（ 今どういうふうな質問なのか」「

の声あり）

〇議長（大瀧次男） もう一度。

〇２番（工藤祥子） それでは、私も何回も取り上

げてきましたが、財源について、核燃税、新核燃

税で行うというふうな答弁もありましたけれど

も、新核燃税がまだ、すぐ入ってくるという状況

ではないのですが、むつ市長は一般財源の中で何

とか見いだしていくという、そういう受け止め方

でよろしいのですね。簡単にイエス、ノーで、市

長の胸のうちをお知らせください。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 何かすごく誤解をされてい

るのですけれども、子どもの医療費無償化という

ものは、これは貧困対策でやるということではあ

りません。結果、それが貧困対策になるかもしれ

ませんけれども、あくまでも少子化対策、子供た

ちの支援でやるということになります。

財源等については、現在市役所の中で調整をし

ているところでありますので、先ほどの部長答弁

以上の答弁を、今日の時点ではできないというこ

とでご理解ください。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 分かりましたけれども、本当

にお金がなくて病院に行けないで我慢したとい

う、そういう回答もある中で、やはり貧困対策の

、 、一つとして 広い意味では貧困対策の一つとして

何とか早く実現してほしいと思います。

新核燃税が本当にむつ市に入ってくるという予

想は、まだまだないと思うのです。東京電力の原

発も動いていないし、日本原電の原発も現在動い

ていないということで……

〇議長（大瀧次男） 工藤祥子議員、一部通告内容

を超えています。気をつけてください。

〇２番（工藤祥子） はい。それで、一般財源から

何とか工夫して繰り出す努力、本当に市長をはじ

めとして市役所の皆さん、どうかよろしくお願い

いたします。期待しております。

それでは、就学援助の利用率ですけれども、利

用率が令和元年で11.6％、そして……これは令和

２年でしたでしょうか。とにかく11.6％、令和３

年で12.5％ということで、本当に青森県内でも低

いほうだと思います。令和元年度で国の県平均が

14.7％、青森県が17.14％なのです。そして、青

森県内10市の中で利用率15％未満、その３市の中

にむつ市が入っているのです。そして、私二、三

日前にも県に電話しましたけれども、一番新しい

情報でも15％未満で、３市の中にむつ市が入った

ままだということは、私はむつ市の保護者の方が

県内の中でそれほど高い収入があるということで

はないと思うので、もう少し工夫が必要ではない

か、努力が必要ではないかと思います。

その一つとしては、準要保護の認定基準の仕方

について私は要望したいと思うのですが、むつ市

は就学援助の入り口として、市民税非課税と、そ

れから親が病気になった場合というこの２つだけ

なのです。でもほかの町村を見ますと、国民健康

保険の減免だとか国民年金の減免だとか、様々な

入り口がありますので、私はそういうところも増

やしてほしい。認定基準を増やす中で、本当に切

実な悩みを持っているような、そういう家庭にま

でも、この就学援助というものを広げていただき

たいということを要望したいと思います。

それから、もう一つ、学校給食費のことは値上

がりがないということで分かりました。本当によ

かったと思っています。ほかの地域では、給食費
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値上がり抑制にコロナの臨時交付金を活用してく

ださいという文部科学省の通知が来ているみたい

なのです。むつ市も来ていると思います。年度途

中の値上がりはしないということの答弁でしたけ

れども、来年もこのような状況が広がっているの

であれば、生産者の人たちも大変な苦労をしてい

ると思いますし、矛盾がいかないように、この臨

時特別交付金を活用して、給食費の値上がりを抑

える、そして生産者の人たちを支援する、そのよ

うなことで乗り切っていただきたいということ

を、これも要望いたします。

それから、２つ目の過疎地域の発展計画につい

てです。この過疎地域の発展計画、今まで自立促

進でしたけれども、発展計画ということで変わり

ましたけれども、一番大きな変更というのは、新

たに前文が設けられたということだと思います。

過疎地は食料や水やエネルギー安定供給、自然災

害、環境の保全、多様な文化の継承など、過疎地

の特別な価値、これが認められての新過疎法制定

ということ、このようなことをうたっていると思

います。都市とは違う価値を持っている、このよ

うな過疎地に新たに新過疎法が制定されたという

ことは、私は一歩前進だと思っています。

そして、目的の第１条に人材の確保及び育成と

いうことが追加されました。ほかにも追加は、農

林水産業その他の産業の振興に関する配慮、規定

とか様々なことが追加されて、私は過疎地域のチ

ャンスとして捉えてこれからも取り組んでいかな

ければいけないと思っています。

そこでお聞きします。今までの旧過疎法の中で

多数の事業がのっていましたけれども、どのくら

いの事業を行って、そしてその優先順位はどうい

うふうに決められてきたのでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

平成22年に策定いたしましたむつ市過疎地域自

立促進計画に基づいて実施した事業といたしまし

ては、ふれあい温泉川内改修事業、大畑の新漁港

施設整備事業、観光遊覧船夢の平成号改修事業な

どを実施したほか、川内、大畑、脇野沢地域にお

ける市道や水道の整備、斎場改修、診療所医師確

保対策事業などを行っております。

事業の優先順位につきましては、先ほども若干

ご説明いたしましたけれども、町内会長と市長と

の懇談会、またｅメールやお手紙などを活用した

市民の声など、市民の皆様からいただいたご意見

と緊急性等を検討した上で決定しておりますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 様々な大事な事業が行われて

きたということをお聞きしました。それこそ有利

な条件の中での交付税等を利用して様々な事業が

できるので、これからも期待したいのですけれど

も、新しい今の新過疎法を見ますと、様々な事業

がいっぱい並んでいます。そして、これまでも住

民の声を聞いたということでしたが、コロナのせ

いもあるのでしょうけれども、地区会長等はずっ

とこの間集まりがなかったというふうなことを言

っていますし、それから新過疎計画をつくるとき

に、パブリックコメントを募集したというのです

、 。けれども 応募したのがたった１名だけなのです

むつ市は、このパブリックコメントがなかなか

市民にとっては敷居が高いのか、利用されていな

いのですけれども、もう少し住民の声を反映させ

るようなシステムというのは、いろいろやってい

るというふうな答弁でしたが、見えてこないので

す。地区会長さんに聞くと、１年に１回の地区会

長の会議があるだけだと言うのですけれども、な

かなか見えてこないということで、もう少し何回

やったかということを……

〇議長（大瀧次男） 工藤祥子議員に申し上げます

けれども、誤解を招くような発言、また根拠のな
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いような発言は十分気をつけていただきたいと思

います。よろしいですか。

〇２番（工藤祥子） 分かりました。

それでは、去年、おととし、さきおととしと…

…ごめんなさい、急な質問で。地区会長の会議等

はどのくらい行われたのでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 私が言うのもなんなのです

けれども、住民の意見を聞く仕組みというのは、

まさに議会なのですね。私がそう言うと、またち

ょっと支障があるかもしれませんけれども、皆さ

んが地域の意見を代表して、この場で意見を述べ

ていただく。そのことについて私たちはしっかり

と受け止めて、当然優先順位を第一として議員の

皆様からの意見を過疎地域のその計画に反映させ

、 。ていくと そのようなことだと私は思っています

ですから、地区懇談会を何回開いたとか、どうい

うふうな形で意見を聴取したかということ以前

に、ここでしっかりと私は様々なその計画につい

ても、あるいは施策についても議論を深めること

が地域の皆様の意見を十分に反映することだとい

うふうに理解していますので、そのことはあえて

申し上げたいと思います。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 私も去年の９月の質疑、議案

第61号のこのむつ市過疎地域持続的発展計画が成

立するときにお聞きしたのですけれども、多様な

住民の意見を反映する場所というのは、この議会

だということを確かに市長はおっしゃいました。

予算ごとにその計画の中から事業を抽出して、こ

の議会でしっかりと議論していく。確かに議員と

しての大きな役割で、私たちもまだまだ不十分か

もしれませんけれども……

（ 私たち……」「わどはちゃん「

とやってるじゃないの」の声

あり）

〇２番（工藤祥子） はい。私は不十分かと思いま

、 。すが しっかりとやっているところもあるのです

例えば佐賀県の佐賀市というところでは、計画策

定の時点でも庁内各課と、それから地域からの提

案事業を検討すると、そういう場を設けています

ので、このような場があれば、もっといろんな事

業をやっていく上で、市民の声を聞いた上で一つ

一つ、何を一番市民が求めているのかということ

をつかんで過疎対策もやっていけるのではないか

なというふうなこと。それは、幾ら努力しても十

分ということはないかと思いますけれども、そう

いうことをやるということで、例えば過疎計画の

中にいっぱい事業が載っていますけれども、過疎

法がこういうふうにして改正されて住民の声を聞

くことになったのだよと、過疎の価値が今認めら

れてきているのだよというふうなことで、法律が

変わったということで、この過疎法の法律という

か、新しい過疎計画を地区会長なり役員の方にお

知らせする、印刷してお知らせするというふうな

手順は取る気はないでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） まず、そもそもこの今回の

新しい過疎法に基づく過疎計画をつくるときに、

地域の意見を聞いていないかのような発言があり

、 、ましたけれども 決してそういうことではなくて

、 、私たちが計画をつくる時点で 当然ながら各庁舎

分庁舎は、それぞれが日頃市民の皆様から相談を

受けているその事項について、当然ながらその計

画に反映させるというシステムを日常的に行って

います。したがって、基本的には今回私たちがつ

くっている計画そのものは地域の皆様からの意見

の集約の結果であるというふうに私は捉えていま

す。

そして、なおこうした議会の場があって、皆さ

んからもご意見をいただきながら、その計画の内

容を精査し、その計画を実行するに当たっては、
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常に予算という形で皆様にご審議いただいて、や

り取りの中で決まっている話ですから、十分にこ

の地域の意見が反映されているというふうに考え

られます。

したがって、どこかでこういうことをやってい

るからそっちのほうがいいというふうに、それは

見えるかもしれませんけれども、しっかりそれは

私たちがどういうプロセスでこの計画をつくった

かということをご理解いただいてからご質問いた

だきたいと思います。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 私も分からないところがたく

さんあって、それは認めますけれども、新しく掲

げられた目標の一つとして、人材育成というふう

なことも書いてあります。地区会長なんかと話を

しますと、本当に過疎地域は人口減少、高齢化、

取り残されているということで、元気をなくして

いるという現実があります。そういう中で、国の

方針なり、むつ市の方針なりを伝える中で、たく

さん並んでいるこの事業の中で、これが一番住民

が求めているよということもまた聞けることもあ

るかと思いますので、そのようなアンテナを高く

して、何とかこの事業を進めていただきたいと思

います。

そして、３番目ですけれども、川内地区の観光

施設等ですけれども、遊歩道について、本当に多

額なお金がかかる、4.4キロという本当になかな

かない遊歩道なのですけれども、改修の見通しと

いうのは厳しいというのはそれなりに感じていま

す。フクジュソウとかカタクリがある密集地、そ

この行ける部分だけの改修ということも、これは

不可能なのでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） お答えいたします。

福寿の小径への遊歩道という部分でございます

けれども、こちらにつきましても多額の費用がか

かります。多額といいますのが、当時の建設費を

上回るくらいの費用が見込まれておりますので、

現状ではなかなか難しいという判断になります。

以上です。

〇議長（大瀧次男） ２番。

〇２番（工藤祥子） 少しがっかりしましたけれど

も、分かりました。

カタクリを見に浅虫まで行っている人がいるの

だよというふうなことで、あそこを活用できない

かという声があるということだけは伝えます。

それから、今どき、本当にテンポが速くなって

いるこの現代で4.4キロ歩きたいという人もいる

と思うのですが、ポイント、ポイントで、もう少

し工夫が必要でないかなということを思います。

あそこに行けば木の名前が分かるとか、山野草の

名前が分かるとか、様々なポイントの魅力をアピ

ールする中で、しっかりとそれこそ通行止めのこ

とももっともっと大きく書いて、半分のホームペ

ージにしか通行止めというのが観光情報の中に載

っていないのです。だから、ここをまず改めて丁

寧に伝えるとともに、もう少しポイント、ポイン

トでも楽しめる、そのような方法を提案していく

というふうなことを私求めていきたいと思いま

す。

この間午後６時過ぎに大滝公園の前を通りまし

、 、たら 車を止めて煮炊きしている方がいたのです

小さいボンベで 「どこからいらしたのですか」。

と聞いたら、上北の方で、釣りに来たというので

す 「奥入瀬もいいけど、ここもいいね」と本当。

に褒めていまして、午後８時半になるとライトア

ップがなくなって、星空がきれいなんだよという

、 、ようなことをいろいろ話をしてくださって ああ

こういう釣り客の方も来ているのだなと。キャン

、 、プ場が閉鎖されているから ここで泊まりますと

そういうふうなことをおっしゃっていた方もおり

ました。そして 「何か注文ありますか」と言っ、
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たら 「木製の階段が危険なので、ここを直して、

ほしい というふうなことも言っていました 本」 。「

当は、私は大滝からふれあい温泉川内まで歩くと

いうことで行ったのだけれども、閉鎖になってい

てがっかりした」と。看板があるのだけれども、

その方は外国人だったのです 「私は英語を読め。

ないんで」というので、事情は分かりました。ま

ず、こういうふうな出会いもあったということで

す。何とか、それでは今の現時点での魅力のアピ

ールの仕方ということを要望いたします。

それから、湯野川の公衆トイレですけれども、

確かに今大滝公園には公衆トイレがあります。湯

野川のトイレまで13分ぐらいかかるのです。そし

て、今年から冬は通年で通れるようになります。

そうすると、私トイレの箇所を増やしてもいいの

ではないかなというふうな気がいたします。川内

のまちから佐井まで、かもしかラインを通ってト

イレがないということは、本当にちょっと厳しい

のではないかなと思います。大滝公園は、冬にな

ると除雪しないし、使えません。県道ですから、

ほかの機関とも連携して、何とかこのような事情

を考慮していただきたいと思います。

時間もだんだん迫ってきました。パートナーシ

ップ宣誓制度ですけれども、他市の動向を見て研

究していくということでしたが、青森県が導入し

て、そしてこれからももっと広がっていくのでは

ないかなと期待はしています。一番最初に導入し

たのが弘前市なのです。今回で２回目ですけれど

も、１回目に取り上げるときに、弘前市の職員の

方に電話をしました。そうしたら職員の方が一生

懸命勉強して、トップバッターとしてこの制度を

導入したという話を聞きました。最後に 「どこ、

に行っても引き続いて尊厳を持っていける青森県

になればいいですね」ということで、私にエール

を送ってくださったその男性職員の話、私心に残

っております。何とかむつ市でも早い導入を求め

たいと思います。

ジェンダー平等社会に大きく動き出している今

日、一歩一歩扉を開いていきたい、そういう思い

で質問いたしました。

以上で終わります。

〇議長（大瀧次男） これで、工藤祥子議員の質問

を終わります。

ここで、午後２時まで暫時休憩いたします。

午後 １時５２分 休憩

午後 ２時００分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎原田敏匡議員

〇議長（大瀧次男） 次は、原田敏匡議員の登壇を

求めます。18番原田敏匡議員。

（18番 原田敏匡議員登壇）

〇18番（原田敏匡） 18番、自由民主党、会派未来

への轍の原田敏匡です。むつ市議会第252回定例

会において一般質問を務めさせていただきます。

通告に従いまして、３項目３点について質問いた

します。今回の質問、３点とも市民の切実な声を

基にした質問となっておりますので、市長並びに

理事者各位におかれましては、明快かつ前向きな

ご答弁をよろしくお願い申し上げます。

初めに１項目め、新型コロナウイルス後遺症に

悩む市民の現状と市の対応についてを質問いたし

ます。新型コロナウイルス感染症に感染した後、

療養期間が終了したにもかかわらず症状が慢性化

したり、新たに出現してしまう方が少なくありま

せん。後遺症が疑われる症状には、倦怠感、息切

れ、息苦しさ、味覚障害、嗅覚障害、抜け毛、集

中力低下、せきなどの症状が挙げられます。広島

県は、新型コロナウイルス感染症の後遺症の実態
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を把握するため、県内で罹患した人を対象に調査

を実施、その結果新型コロナウイルス感染症の後

遺症が疑われる人は全体の34％、また今月１日に

厚生労働省研究班から新型コロナウイルス感染症

に感染した患者の１割以上に、１年後も後遺症と

見られる症状が残ることが調査結果として報告さ

れました。このことから、市としても後遺症に悩

む人、生活に支障を来している人の把握、それに

伴う必要な支援策を講じていくべきと考えます

、 。が 本市の現状と取組についてお伺いいたします

２項目めは、不妊治療の保険適用拡大に伴う今

後の市の支援について質問いたします。不妊治療

の公的医療保険の対象が４月から拡大されたこと

に伴い、令和４年４月１日以降、新たに開始され

る特定不妊治療費については、青森県の助成事業

の対象外となりました。現在の市の特定不妊治療

費の助成に関しても、青森県特定不妊治療費補助

金の交付決定を受けていることが要件となってい

るため、保険適用後の治療については、県同様終

了となるのか、もしくは要件を変え、独自の助成

を行っていく考えはあるのか、今後の市の支援の

在り方についてお伺いします。

３項目めは、ＧＩＧＡスクール構想の現状につ

いて質問いたします。新型コロナウイルス感染症

の拡大を受け、オンラインを活用した授業や学習

への必要性が高まったことから、当市でも令和２

年６月、むつ市版ＧＩＧＡスクール構想が発表さ

れ、当初のスケジュールを大幅に前倒しし、整備

が進められました。しかしながら、今定例会の冒

頭で報告された行政報告では、休校措置、学級閉

鎖の措置を取った学校数に対し、登校できない児

童・生徒にタブレットを活用した家庭学習を実施

した学校が中学校１校、小学校１校と、構想から

、 、約２年 整備されてから１年以上経過している今

その活用が進んでいないといった印象を若干受け

ます。

、 、このことについては 多くの保護者の方からも

自宅待機期間中の学習課題の在り方、タブレット

を活用できないものか等々のご意見をいただいて

おります。

そこで、現状学校では、タブレット等のＩＣＴ

端末がどのように活用されているのか、またむつ

市版ＧＩＧＡスクール構想に対し、今年度中どこ

まで進展する見込みなのか、具体的な内容をお伺

いします。

以上、３項目３点につきお伺いいたします。

これで、壇上からの質問は終わります。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 原田議員のご質問にお答え

いたします。

まず、今後の新型コロナウイルス感染症対策に

ついてのご質問につきましては、担当部長からの

答弁とさせていただきます。

次に、不妊治療の支援についてのご質問、保険

適用拡大に伴う今後の市の支援についてお答えい

たします。

令和４年４月より不妊治療が公的医療保険の適

用対象となったことを受け、窓口での負担額は保

険診療の治療費の３割となるほか、高額療養費制

度の活用も可能となりました。しかしながら、不

妊治療は治療内容や費用について個人差が大きい

ため、保険適用となったことにより経済的負担が

軽減される方がいる一方で、治療費の助成制度の

終了により、結果として自己負担が増える場合も

あるということは認識しております。

現在市では経過措置として、令和４年度に限り

要件を満たす方は治療に要する費用の一部を助成

しているところであります。不妊治療の保険適用

は開始されたばかりでありますことから、今後に

つきましては、まずは実態の把握に努めてまいり

たいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと
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存じます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 原田議員のＧＩＧＡスクー

ルについてのご質問、ＧＩＧＡスクール構想の現

状についてお答えいたします。

新型コロナウイルス感染症対策のため、１人に

１台のタブレット端末の配備と、それを活用する

ためのネットワーク環境の整備といったＧＩＧＡ

スクール構想の計画が急速に進み、当市において

も昨年度までに小学３年生以上の児童・生徒へタ

ブレット端末を配備し、今年度中には全児童・生

徒への配備が完了する予定となっております。

まず、昨年度の具体的な活用内容といたしまし

ては、インターネットによる調べ学習や動画の視

聴、体育においてカメラ機能で動画を撮影し、運

動の動作の確認をしたり、友達との動作の違いを

比較したりする等の学習活動が見られました。ま

た、タブレット端末で使用できるデジタル教材と

して、小学校には算数、中学校には英語を購入、

配付し、授業で活用いただきました。

今年度は、小学校に国語、社会、算数、理科の

４教科、中学校に国語、社会、数学、理科、英語

の５教科のデジタル教材を配備したことで、授業

での活用だけではなく、朝自習や業間の時間に取

り組む等、昨年度１年間の累計学習回数が約３万

4,000回であったのに対し、今年度は現時点にお

いて既に約５万8,000回となっております。

昨年度に比べ、積極的に活用していただいてい

る状況を伺うことができております。そして、授

業におけるタブレット端末の活用についても、昨

年度までの取組に加え、複数の児童・生徒が文字

を打ち込んだり、手書きしたものを一つの画面に

同時に映すことができる、こういったタブレット

端末の特色を生かし、意見の交流や考え方の共有

を図りながら授業を行っている学校もございま

す。

さらに、自動集計や採点機能を生かして小テス

トやアンケートを実施する等、様々な教育活動に

活用されるようになってきております。今年度に

おいては、タブレット端末の持ち帰りについて検

討を始め、これまで家庭ごとの通信環境の差異や

有害サイトへのアクセスやセキュリティー面、Ｓ

ＮＳ等の利用によるいじめ問題への懸念から、家

庭への持ち込みを保留いたしておりましたが、新

型コロナウイルス感染症の影響で多くの児童・生

徒が登校できない状況となり、こうした児童・生

徒の学びを保障する観点から、通信環境を要しな

い端末を準備するとともに、家庭へ持ち帰って使

用する際のルール等について検討と整備を進め、

４月末の臨時校長会での説明を経て、５月中旬、

全小・中学校に対してタブレット端末の持ち帰り

を進めるよう依頼したところでございます。

各学校では、タブレット端末の持ち帰りに向け

た準備を進めていただき、既に取組を開始した学

校があります。教育委員会といたしましては、市

内全児童・生徒が等しくタブレット端末導入の恩

恵に浴することができるよう、速やかに全校での

持ち帰りが可能となるよう支援してまいります。

現在は、出席停止等によって登校することがで

きない児童・生徒が対象となっておりますが、現

状における課題の把握と、それに対する対応策等

を並行して講じ、日常的な持ち帰りへ移行してま

いります。これによりデジタル教材を使用した学

習や電子データで作成した宿題の解答及び送信な

ど、タブレット端末の活用の幅が広がるものと考

えております。

また、タブレット端末を使用して効果的に学習

を進めるためには、教員の指導力向上が不可欠で

あり、一昨年度及び昨年度、教員を対象とした研

修会を年２回開催する等、ＩＣＴ活用指導力の向

上を進めてまいりました。
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教育委員会といたしましては、今年度も教員を

対象とした研修会と講座の開催を通して指導力向

上を図るとともに、学校間で活用や指導に差が生

じないように努めてまいりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 健康づくり推進部長。

〇健康づくり推進部長（菅原典子） 今後の新型コ

ロナウイルス感染症対策についてのご質問、新型

コロナウイルス感染症の後遺症に悩む市民の現状

と市の対応についてお答えいたします。

新型コロナウイルス感染症罹患後症状、いわゆ

、 、る後遺症は 新型コロナウイルス感染症に罹患後

感染性が消失したにもかかわらず、療養中に見ら

れた症状が続いたり、新たに症状が出現すること

であり、ＷＨＯ世界保健機関の定義では、新型コ

ロナウイルス感染症に罹患した人に見られ、少な

くとも２か月以上持続し、ほかの疾患による症状

として説明がつかないものとされております。

主な症状は、倦怠感、関節痛等の全身症状、せ

き、息切れ等の呼吸器症状、記憶障害、頭痛等の

精神神経症状、味覚障害、嗅覚障害等のその他の

症状に分類されます。

これらの新型コロナウイルス感染症の後遺症へ

の対応といたしまして、現在市では新型コロナウ

イルス感染症総合相談窓口を設置し、祝日を除く

月曜日から金曜日の午前９時から午後６時まで、

新型コロナウイルス感染症に関する各種相談を受

け付けておりますが、これまでに後遺症に関する

相談は寄せられておりません。

今後におきまして、新型コロナウイルス感染症

総合相談窓口を気軽にご利用いただけるよう、こ

れまで以上に広報を充実させるとともに、相談が

寄せられた場合には、まずはしっかりと相談内容

を受け止めた上で、速やかに医療機関を受診する

ようアドバイスを行うなど、確実に受診に結びつ

く体制を継続してまいりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） それでは、順次再質問いたし

ます。

まず、コロナの後遺症からですが、実際のとこ

、 、ろ 新型コロナウイルス感染症自体もそうですが

後遺症に関しても効果的な治療法といいますか、

そういったものは確立されておらず、全国的に見

ても、後遺症に関しての広報を充実させていると

いう自治体がほとんどであります。

青森県のほうも一応ホームページで、後遺症に

悩む方という部分がありまして、その中に指定の

医療機関等、むつ市内も五、六軒あるのですか。

指定されておりますが、実際青森県の窓口のほう

に後遺症で少し苦しんでいる方が電話して対応さ

れたのを聞いたのですけれども、なかなか根本的

な解決には至らず、自宅療養、自分の免疫という

か、体力の回復するのを待ってくださいという形

のようで、なかなか後遺症に関しては難しいなと

いう部分は私自身思っています。

何で今回取り上げたかというと、どこに相談し

ていいか分からずに一人で悩んでいる方が結構い

らっしゃるのです、私の周りでも。そういった方

々に対して、ぜひ今言った窓口のほうを後遺症に

関してもぜひ問い合わせくださいというような広

報を充実していただいて、相談できる、一人で悩

まなくてもいいような体制づくりをお願いしたい

なと思います。

１点再質問は、むつ総合病院をはじめ市内でも

数軒そういった県の指定を受けている病院があり

ますけれども、そういったところに実際後遺症で

外来されたとか、そういった話というのを市のほ

うでもし把握していたらどういったものがあるの

か、お聞かせ願えればなと。なければないで構い

ませんので、ひとつお願いします。

〇議長（大瀧次男） 市長。
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〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、そもそも今現状1,500人程度の市民の皆

様が新型コロナウイルス感染症に結果的に罹患し

てしまっていると。少なからずというか、少なか

らずというほどでもないですけれども、ごく少数

の方々だとは思うのですが、後遺症が長期にわた

って残っているという話も私も耳にしています。

そうした相談についても、我々の相談窓口で受け

付けていますというお話は、次の広報からしっか

りさせていただくということはまずお約束させて

いただきます。

、 、 。ただ 大事なポイントは これは病気なのです

ですから、正直申し上げて、むつ市に相談されて

も、これ実は本当困るのです。皆さんもそうなの

ですけれども、仮にそういう後遺症の相談があっ

たら 「病院に行って」と言ってください。それ、

しかないのです、はっきり言って 「むつ病院に。

行ってください」というふうなお話で相談を受け

たら、すぐに対応していただくというのがまず正

しい相談への答えなのかなというふうに思ってお

ります。

後遺症の方々の数とかこういうふうなことがあ

るよということについては、正直申し上げて、む

つ総合病院から、あるいは他の民間の医療機関か

らむつ市が何か調査をしたということもございま

せんし、実数というものは現時点では把握してお

りません。

繰り返しになりますけれども、後遺症のある方

は、もちろんむつ市でも相談をお受けしますけれ

ども、そのことについて書きますが 「病院に行、

ってください」というのが多分一番正しい答えに

なりますので、ぜひその旨は原田議員からも相談

のあった方にお伝えいただければと思います。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 市長のおっしゃるとおりだと

思います。実際私のところにお話を持ってきた方

も、むつ総合病院に後遺症の専門外来あったらい

いのになというお話をいただくのですけれども、

ただ先ほど言ったとおり、後遺症に対しての明確

な治療法も全国的に見てもない段階で、そういっ

た外来があってもという思いがあります。

、 、また 多くの人が県のホームページを見ないと

指定医療機関があるということすら分からずに、

コロナに罹患してしまったから、なかなか病院に

行きづらいというような形で受診しないという方

も多く見受けられますので、ぜひ広報のほうに、

それこそ気軽に後遺症に悩む方は行ってくださ

い、どんどん行ってくださいとアナウンスしてい

ただければと思います。

続いて不妊治療のほうに移ります。先ほど高額

療養費制度のお話がありました。この中にもその

制度を使った方、多分たくさんいらっしゃるので

しょうけれども、多分私たちの年代だと、あまり

使う機会がないのかなと。かつ不妊治療を行って

いる世代も、まだ高額療養費制度を活用している

人たちが多分いないと思うので、例えば代表的な

不妊治療を行った場合、どの程度高額療養制度を

活用して払戻しがされるのか。例えば市で把握し

ているであろう年代と、それの所得、大体代表的

なものをピックアップして、少し計算してみてい

ただきたいなと思うのですけれども、もしありま

したら、お願いします。

〇議長（大瀧次男） 子どもみらい部長。

〇子どもみらい部長（吉田由佳子） お答えいたし

ます。

まず、不妊治療の平均的な費用ということにな

りますけれども、厚生労働省が公表している調査

結果によりますと、体外受精で約50万円となって

おります。また、不妊治療の回数のほうなのです

けれども、年齢によって回数のほうも保険適用に

なる部分が異なりますけれども、40歳以上43歳未
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、 。満の方であれば 通算３回までとなっております

なかなか個人差があるものですから、計算しづ

らい部分はあるのですけれども、１回50万円の治

療を３回実施した場合の自己負担額と高額療養費

として還付される額ということでお答えさせてい

ただきます。

例えば国民健康保険加入で所得の区分が210万

円から600万円の範囲と仮定いたしまして、一月

当たりの支払金額が50万円の治療を３回実施した

場合は、医療費の総額150万円に対し３割の45万

円が自己負担額となり、このうち約20万3,000円

が高額療養費として給付されることになりますこ

とから、実質的な自己負担額は約24万7,000円と

なります。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） ぜひ市の独自の支援もお願い

したくて今回一般質問したのですけれども、先ほ

ど市長のほうから、今後の推移、経過を見て検討

していくというお話でした。

私去年でしたか、予算か決算の委員会でも、こ

の件について同様の質問をさせていただいた際

に、私の友人、不妊治療をやっていて、やっぱり

金銭的にちょっと厳しくて、県外のほうに出稼ぎ

に行ったのです。それをその場で紹介したのです

けれども、去年の年末ですか、奥様もそちらのほ

うに移住というか、旦那さんがいるほうに行って

しまって、むつ市を離れていってしまいました。

これまで何度か不妊治療の質疑等々行ってきた一

人としては、少し寂しい気がしてしまって、その

理由でこのむつ市を離れて行ってしまったという

ことに少し自分の無力さを感じたといいますか、

そんな出来事がありました。

2019年のデータで、総出生数に対して14人に１

人が不妊治療を経て体外受精で生まれてくる子供

の割合だそうです。2019年のデータなので、今現

在は多分もっともっと割合が多いだろうなと、か

つこの間のニュース等で、今の20代の世代の４割

以上がデートをしたことがないとか、彼、彼女が

いないといったのを見ると、ますますそういった

不妊治療に対する割合が増えていくのではないか

なということが予想されます。

前回特定不妊治療に助成した際に、市長がある

会合で言ったのですけれども、むつ市はこれから

揺りかごから墓場までではなく、揺りかごに乗る

前から支援していくのだと、非常に力強い言葉で

した。来年度予算に関して、ぜひこの部分、助成

していただくことを期待して、この質問を終わり

ます。

次、ＧＩＧＡスクールについてですが、報告い

ただきました。１つ疑問があるのですけれども、

答弁の中でＳＮＳ等の対策で昨年度は持ち帰らな

いことを前提で進めてきたというお話だったので

すけれども、当初の構想だと、持ち帰るものだと

私たちの頭にはあったわけです。実際新型コロナ

の中で想定されていいと思うのです、突然休校等

があるときに。基本的には、持って帰らなくても

、 、いいですけれども いつでも持っていける準備は

去年１年間の中でできたのではないのかなと。今

回４月以降新型コロナで休校措置があって、何か

急に持って帰ることが進んだように思うのですけ

れども、なぜ去年そういった準備をしなかったの

、 。か等々 何か理由がありましたらお答え願います

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答えいたします。

まず、ご指摘に関しては真摯に受け止め、深く

反省をしております。前提としてタブレット端末

の導入は、全国児童・生徒に等しく与えられた新

しい学びの貴重な機会であると、このように認識

しております。したがいまして、その保障は喫緊

の課題であり、私どもとしても最優先で取り組ん

でいかなければならない、そのように考えている
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ところです。

そして、ご指摘に対する回答ですけれども、確

かに理由はあります。昨今もホームページやら新

聞等でも取り上げられることが多く、心を痛めて

おりますが、学習端末を使っていじめが発見され

ている、そのような例も多々私どもも承知をして

おります。

また、答弁でも申し上げましたように、通信環

境を前提として構築されているシステムであるが

ために、家庭によってそうした環境が整っていな

ければ、やはり不合理であろうと。そのようなこ

ともありまして、先ほど申し上げたように、対応

策として、そうした設問ですとか、あるいは学習

資料をインストールした端末を用意して、別途持

ち帰りができるようにもしていたのですけれど

、 、 、も 今申し上げた２点等に関しまして ハード面

そしていろいろなルールづくり等に関して時間を

要してしまって、そしてご指摘をいただいたよう

な事態となってしまったことを本当に深く心から

反省をし、こうしたことがないように、そして今

後はこうして遅れを取り戻し、議員ご指摘いただ

きましたように、子供たちが自由に使って自らの

可能性を開いていけるような、そのようなツール

として十二分に活用できるように全力で努めてま

いりたいと考えております。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 非常に丁寧な答弁でして、こ

れから再質問しにくくなったのですけれども、そ

うですね。今後、順次持ち帰り等々で活用できる

ことを進めていただければと思います。

日常の学習の中で活用されているのは、私も子

供から聞いていますし、そのとおりの内容があり

ましたので、ただやっぱりタブレット、期待され

るのは持ち帰り後の学習であったり、学校が休校

措置、学級閉鎖等があったときのオンラインでの

授業だと思うのです。

そこで、先週２年ぶりに田名部中学校の学区懇

談会が開催されましたので、ちょっと伺って、そ

この場でもタブレットに関して質問させていただ

いたのですけれども、田名部中学校では既にオン

ラインの授業も行っているという教頭先生の報告

があったのですけれども、実際今オンラインの授

業ができる環境が整っている学校数はどの程度あ

るのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答えいたします。

小学校４校、中学校５校、計９校がおっしゃる

学校に該当いたします。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） ある程度クラスが少なくて学

年数も少ない学校であれば、カメラとかその辺の

準備というのは容易なのかなと。ただし、クラス

数が多い学校に関して、同時にというか、学級閉

鎖ではなくて学校閉鎖になってしまった場合、同

時にオンライン授業ができるクラス数というのは

今どの程度になっているのか。あくまで各学校に

そういったオンライン設備、例えば空き教室を使

用してカメラを配置して、各学校１クラスしかで

きませんよという体制なのか、それとも既に各ク

ラスにそういったカメラ等々が配置されて、同時

にオンライン授業ができる環境なのか、その辺の

整備状況はどうなっているのかお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答え申し上げます。

まず、システムですけれども、特別にオンライ

ン授業用のカメラセットその他があって、そして

そういったハードウエアをしっかり全部の学級に

整えて、そしてオンライン授業を行う。そのよう

な形で、ないことを前提としております。タブレ

ットあるいはＰＣがあれば、今の機材であれば我

々が想定しているオンライン授業ができますの

で、そうしたものに関しては、さほど大きなご心
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配をいただく必要はないのかなと思っておりま

す。

あと、回線の容量等もありますので、これに関

してはそれぞれ状況が地区だったり、学校等によ

って異なることになりますので、この場でお答え

することは差し控えさせていただきたいと思いま

す。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） いずれにしても今回の４月、

５月、６月で一気に進んだなという感は私も受け

ています。ぜひこのままの体制を、昨年度みたい

な形で、ストップするのではなくて、進めていっ

ていただきたいなと思います。

最後に、市長の今回の公約にもＧＩＧＡスクー

ル構想の進展と学力向上といった項目がありま

す。そこで、最後に市長から、これまでのＧＩＧ

Ａスクールの進展状況と、また今後のビジョンに

関してお伺いしたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） まず進展状況ということで

いけば 私の理想とするＧＩＧＡスクールが100だ、

とすると、百点満点で言うと、まだ５点ぐらいし

か進んでいない、これが現状だと思います。これ

は、もう正直に申し上げて、まだその程度。これ

は、環境も含めてですけれども、だと思います。

これからのビジョンというのは、ＧＩＧＡスクー

ルとかタブレットというのは、あくまでもこれは

手段なのです。目的は何かというと、やはり自分

の力で強く生き抜いていく大人に子供たちが成長

できるような、そういう仕組みをつくっていくと

いうことだと思います。自分の力で強く生き抜い

ていく大人に成長できるような仕組みをつくって

いくということだと思います。

果たして、では何をこれからしていくかと。ま

ずそもそもですけれども、そもそも私も原田議員

も同じ世代で、30年前に小学校、中学校でした。

30年前の小学校と中学校と今の小学校と中学校、

現場を見に行くと変わっていないのです、ほとん

ど。チョークアンドトーク、いわゆる黒板に板書

をして、先生が学習指導要領に基づいて、その内

容を見る。子供たちは、その板書を書いて授業が

進んでいく。果たしてそれでいいのか。子供たち

は、その今の時代から、私たちは40代ですけれど

も、40年後に第一線に出てくるわけです、こうい

うふうに。第一線に出てくる子供たちが、30年後

に第一線に出てくる子供たちが、30年前の教育と

。 、同じことをしている もう60年遅れているのです

これ、はっきり言って、単純に計算したら。やっ

ぱりこれでいいはずがない。

それでは、今何を教育の中でしなければいけな

いかといえば、これだけ１人１台端末が与えられ

る時代ですから、そもそも個別最適化された学習

が必要になってくる。黒板に書いたものを先生が

お話しして板書する。これは、もう小学校の２年

生ぐらいから飽きている子がいます、はっきり言

って。もうとっくに公文なんかで６年生の算数が

終わっている子がいるのです。それから、中学校

に入るときには、もう既に英検３級取って、中学

校３年間分の、何なら英語の時間というのは、そ

ういうやり方であれば、もう要らないという子供

たちはいっぱいいるのです。逆に授業についてこ

られない子たちもいます、当然ですけれども。そ

のやり方は一方通行なので、ついてこられない子

たちがいる。でも、そういう子たちに可能性を与

、 、えるのがタブレットであり 持ち帰り学習であり

ネットを通じた様々な学習方法。だから、個別最

適化された学習というのは、一人一人の子供たち

の学習の進捗具合や学習能力に応じた形で進展で

きるこれ可能性があるわけです。

もう一つは、やっぱり新型コロナで学校に行け

なくなって、より分かったのですが、学校という
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のは物すごく大事だと。タブレット持ってオンラ

インで家の中で勉強するだけでは学び得ないもの

がたくさんある。例えば隣にいる子、一緒に勉強

していても 「何ページ見てね」と言っても、ど、

うしても遅れる子がいると、教えてあげたり、あ

るいはその隣の子がちょっと遅れているなと思っ

たら 「はい、次ここだよ」と教えてあげたり。、

それは、人間の私たちの生きていく社会で物すご

く大事なことで、学び合いの中で、そういう意味

では生きる力というのが発見できたり、それを獲

得できるのが私は学校だと思う。そういう２つの

ことを提供するのが学校のこれからの役割に、こ

れ絶対なっていくわけです。要らないのです、教

科書開いて、板書して、それを書かせるなんてい

う教育は。それは、規格大量生産の時代に日本社

会が求めてきたこと、それは教育で、そんなこと

をしていったら、国際的に日本はもう遅れを取り

。 、戻せなくなってしまう そろそろそれに気づいて

ＧＩＧＡスクールという文脈の中で個別最適化さ

れた学習をやっていくのと、それに合わせて学び

合いの中で生きる力を磨いていく。そういうこと

をしなければいけないのがこのＧＩＧＡスクール

なわけです。

ですから、新型コロナでタブレットを持ち帰る

か持ち帰らないかなんていうことを議論している

のは、はっきり言ってもう全然話にならない。そ

ういうことをすっかりこれからＧＩＧＡスクール

でやっていってほしいと思いますけれども、質問

の答えとしては、まず私は子供たちに自分の力で

強く生き抜いていく大人に成長できるような仕組

みをこのＧＩＧＡスクールを通じて提供していき

たいと、このように考えておりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） これで、原田敏匡議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午後２時50分まで暫時休憩いたします

午後 ２時３７分 休憩

午後 ２時５０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎佐藤 武議員

〇議長（大瀧次男） 次は、佐藤武議員の登壇を求

めます。１番佐藤武議員。

（１番 佐藤 武議員登壇）

〇１番（佐藤 武） 今日最後になりましたが、一

般質問を行います。日本共産党の佐藤武です。通

告に従って２項目６点について質問します。

会計年度任用職員制度が始まって３年目に入り

ました。かつて地方公務員の種類は、常勤職員、

再任用職員、任期付職員、特別職の非常勤職員、

一般職非常勤職員、臨時的任用職員と非常に種類

が多く、厳しい財政状況の下で地方公務員の中の

臨時非常勤職員は年々増え続けてきました。これ

ら臨時非常勤職員の人たちは、年収200万円に満

たない人も多数おり、いわゆるワーキングプアと

呼ばれていました。安い給料、不安定な雇用、曖

昧な評価基準、正規職員と同じ仕事をしても待遇

は全然違うなどの問題が指摘されていました。

そこで登場したのが会計年度任用職員制度で

す。しかし、全国的な傾向として、一部手当や休

暇等の改善が見られましたが、１年ごとの契約社

員のような立場にあり、任期が延長されたもので

もなく、再度任用されたものでもなく、新たな職

に任用されたものです。ですから、来年も雇用さ

れるかどうかは分からない不安定な身分であるこ

とに変わりはありません。それにもかかわらず、

服務規程が適用されて正規職員と同じ責任が課せ

られています。同一労働同一賃金も守られている

わけではなく、賃金水準も大きく改善されたとは
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言い難い現状です。

このような問題点が指摘されている中、令和４

、年度一般会計予算に会計年度任用職員が658人と

計上されているその数の多さに驚いたことから、

以下３点について質問いたします。

１点目は、令和２年度から制度化された会計年

度任用職員の任用の現状についてお伺いいたしま

す。

２点目は、会計年度任用職員制度をどのように

評価しているのか。

３点目は、会計年度任用職員制度の問題点につ

いてどのように認識しているかをお尋ねします。

次に、市内循環バスについて質問します。今年

４月から市内の民間企業が市内循環バスを運行さ

せました。市民の足を守り、生活を維持し、利便

性を確保するということで、一般質問でも一度取

り上げましたが、一民間企業が黒字化を目指して

こうした市民要求に応えようとしている姿に驚き

とともに期待をし、挑戦する志に心を動かされま

した。運行は、実証運行の段階ですが、実証を経

て本格運行を目指しているとのことです。市内循

環バス運行という市民の思い、願いを実現してい

くための第一歩になることを願っています。

公営交通機関を持たないむつ市ですから、民間

企業と協力して実現する以外に道はないと思って

います。そこで、以下３点について質問します。

１点目は、市内循環バス運行の必要性について

どのような見解をお持ちでしょうか。

２点目は、市内循環バスについて、市としては

どのような方針を持っているのか。

３点目は、民間企業との協力についてどのよう

に考えているのかをお尋ねします。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 佐藤武議員のご質問にお答

えいたします。

まず、会計年度任用職員についてのご質問につ

きましては、担当部長からの答弁とさせていただ

きます。

、 、次に 市内循環バスについてのご質問の１点目

市内循環バスの必要性についてお答えいたしま

す。市では、運転免許証を持たない高齢者や学生

等、日常生活において移動手段が限られている方

々にとって、市内循環バスをはじめとする市内の

公共交通は生活の足として必要不可欠なものであ

り、その維持及び確保、また利用しやすいサービ

スの提供が求められているものと考えております

ので、ご理解賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目及び３点目につきまして

は、担当部長からの答弁とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） 会計年度任用職員につい

てのご質問の１点目、令和２年度から制度化され

た会計年度任用職員任用の現状についてお答えい

たします。

令和４年６月16日現在の会計年度任用職員数は

598名で、事務補助員、学校調理員、スクールサ

ポーターなどの職種の職員を配置しております。

次に、ご質問の２点目、会計年度任用職員制度

をどう評価しているかについてお答えいたしま

す。令和２年度より開始された会計年度任用職員

制度では、期末手当の支給や昇給が可能になった

ことのほかに、休暇制度など勤務条件においても

常勤職員とほぼ同様の取扱いとなったことから、

待遇面の改善につながったものと認識しておりま

す。

一方で、地方公務員法の適用を受けることにな

るため、会計年度任用職員も懲戒や分限の対象と

なることから、秘密を守る義務、政治的行為の禁

止など、公務員としての対応が求められることに

なります。



- 54 -

次に、ご質問の３点目、会計年度任用職員制度

の問題点についてお答えいたします。制度開始よ

り２年が経過いたしましたが、運用面において、

特に問題となっていることはないものと認識して

おります。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） 市内循環バスについ

てのご質問の２点目、市内循環バスについての市

の方針についてお答えいたします。

市では、平成30年３月に下北地域５市町村及び

公共交通事業者、地域住民の代表者等で組織され

ます下北地域公共交通総合連携協議会におきまし

て、公共交通のあるべき姿を示すとともに、圏域

が抱える公共交通の問題、課題に対し、将来にわ

たり住民の生活を支える持続可能な公共交通体系

の構築に向けた考え方や取組等の推進を図るた

め、下北地域公共交通網形成計画を策定し、これ

に基づき循環路線を含めた公共交通機関について

再編、見直しを検討することとしております。

また、道路運送法に基づき設置されますむつ市

地域公共交通活性化協議会につきましても、公共

交通事業者、地域住民の代表者等にご参加いただ

いておりまして、路線バス等の旅客輸送の確保や

利用者の利便性向上についてご意見をいただき、

地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要な

事項等の協議を行うこととしております。

次に、ご質問の３点目、民間企業との協力につ

いてお答えいたします。市では、高齢者の方の積

極的な社会参加による健康増進及び福祉の向上と

公共交通機関の利用促進を図るため、市内路線バ

ス事業者等と連携し、昨年10月より75歳以上の方

を対象に市内路線バス等の運賃を無料とするむつ

、 「 」市高齢者無料乗車証事業 いわゆる ＡＧＥＨＡ

の事業をスタートしております。

また、地域公共交通を担うバス事業者に対しま

しては、不採算路線を維持するため、市町村にま

たがる地域間幹線のバス路線に対しまして、国、

、 、県 沿線町村との協調補助を行っておりますほか

脇野沢地区における九艘泊源藤城線、川内地区に

おける川内湯野川線に対しましては市単独の補助

を、大畑地区におきましてはデマンド型乗合タク

シーの運行を委託し、地域住民の生活の足の確保

に努めてきたところでございます。

今後におきましても、市民の皆様のご意見をい

ただきながら、むつ市総合経営計画に位置づけて

おります公共交通の確保に向け、様々な手法につ

いて検討を進めてまいりたいと考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） ご答弁、どうもありがとうご

ざいました。項目ごとに再質問をさせていただき

ます。

１項目めの会計年度任用職員についてですが、

会計年度任用職員制度は、公的な不安定雇用だと

いうふうに認識、私はしているのですけれども、

市のほうではどういう認識をされているのです

か。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

我々としてどういう認識かということのご質問

ですけれども、制度そのものは全国一律の国の制

度でありますので、私どもとしてこの制度をその

ような形でレッテルを貼って論評する立場にはご

ざいません。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） 会計年度任用職員制度につい

ては、国一律ですので、市でできるところが限ら

れているというのは私もよく分かっていますの

、 、で なかなか根本的な解決の仕方とかということ

あるいはこれをどう評価するというところは、な

かなか難しいところだろうというふうには思って

います。



- 55 -

、 、そこで むつ市では６時間半以上といいますか

６時間半勤務の臨時雇用をしている事務補助員の

方が、年度当初の予算を見ると101人計上されて

いるのですが、これは本来それだけの人数が不足

しているというか、必要だということなので、も

う少し対策が必要ではないかと思うのですが、人

件費を削減するという意味でそういうふうにして

いるのかどうかを伺いたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

先ほどの質問で市長がお答えしておりますとお

り、この制度そのものは全国一律の国が定めた制

度でございますので、こちらのほうで論評するよ

うな立場ではございませんので、ご理解賜りたい

と存じます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） 国一律の制度ですけれども、

総務省は単に財政上の制約を理由として合理的な

理由なくフルタイムでの任用を抑制することは適

切ではないという趣旨のことをこの制度をつくっ

たときに言っています。ですから、フルタイムで

も採用できるという制度なのですよね。

（ だから 「どうしたの」の声あ「 」

り）

〇１番（佐藤 武） いや、自席から「だから、だ

から」と聞こえたから。

（不規則発言あり）

〇１番（佐藤 武） いえいえ、淡々と進めていま

す。

ということは、フルタイムでも任用できるとい

うことではないかと思って、その総務省の趣旨と

少しずれているのかなというふうなことを私は感

じています。

民間ではこういう雇用の仕方というのが人件費

の削減の手段としてよく使われていることがあり

ます。年度当初、先ほど申し上げた事務補助員

、101人という大人数が必要だということであれば

例えばフルタイム、あるいは正規職員を忙しいと

ころに充てるというふうな考えはないのでしょう

か。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

先ほどの件の総務省の趣旨につきましては、十

。 、分承知しております 制度の採用につきましては

、 、パートタイム フルタイムの採用につきましては

これまでの業務量、事務量を総合的に勘案して、

私どものほうはパートタイムを採用しているとい

うことでございます。あと採用につきましては、

それぞれの部署においての必要な業務量等十分把

握の上で必要な人材を確保しているということで

ございますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） 今全部の会計年度任用職員に

ついて触れられる時間がないので、事務補助員を

主に中心に質問したいと思います。事務補助員と

一般行政部門の職員との職務の決定的な違いとい

うのはどういうところにあるのですか。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

会計年度任用職員の事務補助員の方は、正職員

の事務補助的な業務を担っているというところで

ございます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） 補助的ということは、正規の

事務職員が行うべき事務のところには含まれない

という考えでよろしいでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

正職員というのは、市政運営のために必要な職

務を主に担っておりますが、会計年度任用職員の

方は、その事務的な補助を担っているというよう
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な違いでございます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） ちょっと分かりにくいのです

が、私も市役所の中の仕事に詳しいわけではあり

ませんので、あまりやり取りしても問題というの

ですか、中身がはっきりしないというふうに思い

ました。

そこで、経験年数が５年として、初年度と３年

目と５年目、正規採用職員と会計年度任用職員と

の年収の差というのはどれぐらいになるのか、数

字を示せたらお願いします。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

正規職員と会計年度任用職員とでは、職種や勤

務時間に違いがございますので、一概に比較する

ことはできないと考えておりますので、ご理解賜

りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） それではお伺いしますが、ほ

かの自治体で会計年度任用職員の給料表につい

て、条例や規則で定めているところもあるのです

が、むつ市では会計年度任用職員の給料表につい

てはどのようになっているのか。また、年数の上

限はあるのかお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

会計年度任用職員の給料表につきましては、む

つ市職員の給与に関する条例、いわゆる行政職給

料表を用いております。

、 。もう一点は ５年ということになっております

以上です。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） 総務省のほうからも初任給を

例えに挙げると、正規職員とあまり差がないよう

にということが言われています。

職員の給料表を今利用しているというふうにお

っしゃいましたが、そのまま使っているわけでは

ないのではないかと思っているのですが、多分正

職員だと１年に４号給上がりますね、普通に平均

的に考えて。ところが、会計年度任用職員はそう

ではないのではないかと思っているのですが、そ

れについては間違いありませんかということと、

１年ごとの経験が認められるのか、号給にしてど

れぐらい上がるのかをお知らせください。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

会計年度任用職員の方は、任用期間が１年でご

、 。ざいますので まずは１号ということになります

２年目になりますと１号ということになります。

それが最大で５年間ということでございますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） ということは、会計年度任用

職員については、どこに合わせるかによりますけ

れども、初年度はそこに合わせますけれども、案

分はしますよね、時間が違いますから。それは分

かっているのです。日数と時間で案分するという

のは国の方針ですから、それは分かっているので

すが、１年に１号給ずつしか上がらない。５年で

それ以上もう上がらないと。ですから、１の１か

ら始まって１の５までいったら、それ以上上がら

ないという制度だと思うのですが、それで間違い

ないでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） すみません、申し訳ござ

いません。もう一度……

（ それでいい 「もう一度という「 」

のは、質問……」の声あり）

〇総務部長（吉田和久） 質問をちょっとすみませ

ん、聞き逃してしまいましたので、申し訳ないの

ですが、もう一度お願いいたします。



- 57 -

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） 私の説明がちょっと分かりに

くかったのかもしれませんが、初年度、採用され

た１年目は、それで一般の行政職１の１から始ま

ったとして、ただし経験年数が算定されるという

ことは私評価しているのです。ただ、その算定さ

れるのが正規職員は１年経験すると４号給上がり

ますよね。ところが、会計年度任用職員は１号ず

つしか上がらないで、５年間で頭打ちになると。

もちろん国も上限を定めてくださいと言っている

から、それをどうこう言っているのではないので

すけれども、これに間違いはないですかと聞いて

いるのです。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

おっしゃるとおりでございます。ご認識のとお

りでございます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） ありがとうございます。それ

で大分給料表の中身がはっきり分かりました。

会計年度任用職員の次ですが、雇用保険や社会

保険等についての扱いはどういうふうになってい

るのでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

雇用保険の場合は、１週間当たりの労働時間が

20時間以上であることや、雇用期間が１年以上見

込まれる場合などの条件を満たしている場合には

加入することになります。また、社会保険の場合

は勤務時間が正職員の４分の３以上か、４分の３

未満でも１週間当たりの労働時間が20時間以上、

賃金月額が８万8,000円以上などの条件を満たし

ている場合は加入することになり、当市の会計年

度任用職員の場合、事務補助員、学校調理員、ス

クールサポーター、窓口サービス専門員、自動車

運転手などが該当となります。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） この部分については、以前よ

りは大分改善されているということで、私もいい

ことだなと思っています。ほぼ民間の水準はクリ

アしているというふうに私は考えていますので、

これをぜひ続けていただきたいと思うのと、あと

今後について何か、今は社会保険ですから、例え

ば長期は、年金の部分は厚生年金、保険証の分は

社会保険になるということで多分間違いないとは

思うのですが、今後何かこれの改善方向というの

はあるのですか。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） この制度は始まったばか

りですので、この制度をまずはしっかりしていく

ということでございます。ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） 分かりました。会計年度任用

職員は不安定な身分ですので、ぜひこういうとこ

ろも、方策が国から示された場合、法令が整備さ

れた場合は速やかに実施していただきたいなと思

っています。

あと経験が豊かな会計年度任用職員の方もいら

っしゃると思います。そこで、即戦力として採用

促進をする手だて等は考えていないのでしょう

か。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田和久） お答えいたします。

会計年度任用職員、また正職員ともに地方公務

員法におきましては、職員の任用というのは受験

成績、人事評価、その他の能力の実証に基づいて

行わなければならないとされております。したが

って、それぞれの採用の方法が地方公務員法に規

定されておりますことから、それに基づきそれぞ

れ採用試験を実施しているところでございますの
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で、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） 採用試験が実施されていると

いうことは、私も以前に質問したときに伺ってお

りますので、分かっています。ぜひ働きやすい、

やりがいのある仕事にしていただきたいなと思っ

ていますが。

最後に、公務員が減ることに対して、国民、市

民と公務員の対立みたいなものがあって、私はそ

れをすごく危惧しているのですけれども、今まで

の例を取りますと、国家公務員の例を取ってお話

ししたいと思うのですが、公務員を減らして非正

規雇用を増やすとどうなるかというのを歴史的に

見てみると、国家公務員が2001年の81万人から

2017年の28万5,000人と。今もうほとんど変わり

ません。ということですが、皆さんも生活の中で

感じていらっしゃると思うのですけれども、郵政

の民営化で郵便局のサービスが非常に低下しまし

た。目を覆うようなことがいろいろあります。こ

こら辺は、多分市民の皆さんも実感していると思

います。

法務局の登記等、かつては青森県地方法務局む

つ支局で全ての手続ができました。今は、青森市

に行かないとできないことがいっぱいあります。

あと労働基準監督署も監督官が少ないので、前

は飛び込みで労働相談できたのですけれども、今

は予約しないとできません。ハローワークは、ほ

とんどが臨時の職員です。こういうことを見てく

ると、公務員を減らして臨時職員を増やすことが

臨時職員の不安定雇用を固定化してしまうという

心配がありますし、あと正規職員の負担も増やす

ことになるだろうと私は考えています。それがま

た市民サービスの低下につながるというふうに思

っているところです。

それでは、２項目めの質問に移ります。市内循

環バスについて、４月から民間事業者が運行して

いる市内循環バスの運行開始と市の関わりの経緯

について、先ほど「ＡＧＥＨＡ」事業のことにつ

いても触れられていましたけれども、その経緯等

についても分かる範囲で結構ですので、説明して

いただければと思います。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

民間事業者が運行している市内循環バスの運行

と市の関わりについてということでございますけ

れども、昨年10月に民間事業者様より、既存のバ

ス路線と重複しない範囲において市内循環バス路

線を新設したいとのご意見を賜りました。その後

、 、11月から１月までの間 市が事務局になりまして

地域の交通事業者、また住民代表等で組織するむ

つ市地域公共交通活性化協議会にて計３回の協議

を重ねまして、本年４月１日に市内循環バス路線

の実証運行をスタートさせたということになって

ございます。

以上です。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） ありがとうございます。最初

循環バスができたときに、どこがやってどうなる

のだという感じがあったのですけれども、今の経

過を伺って、どういう関わりがあったかというの

、 。はよく分かりましたので ありがとうございます

市民の要求として、様々な要求が私の中に、今

の路線のことについても、今ある意味、西と東の

中間地域を走っていると、重複しないように、競

合しないように。これは、事業者ともちょっと話

をして聞いていたので、よく分かっているのです

けれども、市民の要望としてはもう少し西に広げ

たりとか、旧むつ市中心街方面をカバーできない

かとかということを要望されることが多いのです

けれども、民間事業者と連携して東側のルート等

も考えるつもりは今のところはないのでしょう

か、お伺いいたします。
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〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

先ほども申し上げましたとおり、この市内循環

バス路線につきましては、既存の路線と重複しな

い範囲において運行ルートを調整、検証しており

ます。これは、乗合バスに関しましては、国にま

ず申請して、そちらで決定されるということもご

ざいます。それに当たりまして、地域の協議会で

議論して国のほうに意見を提出するというスキー

ムもありますので、その中で既存の事業者様、ま

た既存のバス路線と重複しない範囲において検討

されたものでございます。ただ、今後におきまし

ても公共交通の利便性向上を図るため、既存のバ

ス路線と併せまして、先ほどのむつ市地域公共交

通活性化協議会におきまして協議を重ねてまいり

たいと考えてございますので、ご理解賜りたいと

存じます。

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） これは、民間同士の問題もあ

るし、あとは民間と公の市との関係もあるので、

なかなか難しい問題ではあると思っています。そ

れでも先ほどおっしゃいましたむつ市地域公共交

通活性化協議会の中で今後のことについては話を

していくということですので、ぜひ話合いを進め

ていただきたいなと思います。

今一民間事業者が循環バスを運行させました

が、今後のことについてちょっとお伺いします。

公営の公共交通機関を持たないむつ市ですので、

冒頭でも申し上げましたが、民間事業者と協力せ

ざるを得ない、これはもう必然のことです。市民

生活の足を確保するために、今行っている「ＡＧ

ＥＨＡ」事業のほかにどのような協力、協働、支

援を考えていらっしゃるのか。考えていないとい

うことであれば、それはそれで結構ですので、お

答え願います。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（角本 力） お答えいたします。

、 、先ほどの答弁の中で それぞれの地域において

例えばデマンド型乗合タクシーですとか、地域の

廃止路線について運行しているというようなお話

をさせていただいておりますけれども、そのよう

な形で地域に応じた公共交通の整備というのを実

施させていただいております。今後も進むと考え

られます人口減及び高齢化に伴う公共交通の需要

の変化に対しましては、市民の皆様からの要望と

利用実態を踏まえまして、公共交通の効率的な整

備と利便性向上に向けて検討してまいりたいと考

、 。えてございますので ご理解賜りたいと存じます

〇議長（大瀧次男） １番。

〇１番（佐藤 武） 市の方針について、大変よく

分かりました。詳しく説明していただき、どうも

ありがとうございました。

最後に、市内循環バスというのは高齢化や運転

免許返納者が増加したりということで、今後もこ

れが恐らく進んでいくと思うのです。それを考え

ると、先ほど企画政策部長からもお答えありまし

たけれども、デマンド交通も含めて市民の生活を

守る上で、その重要性がどんどん高まるであろう

と思われます。市が積極的に民間交通機関と協力

しながら、支援の仕方も考えて充実させていくこ

とが求められてくると思われますので、ぜひ市民

の声を取り入れながら、対策を取っていただくよ

うお願いして私の一般質問を終わらせていただき

ます。

〇議長（大瀧次男） これで、佐藤武議員の質問を

終わります。

◎散会の宣告

〇議長（大瀧次男） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

なお、明６月23日は佐々木隆徳議員、佐賀英生
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議員、住吉年広議員、野中貴健議員、鎌田ちよ子

議員の一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時２９分 散会


	議事日程第２号
	出席議員
	説明のため出席した者
	開議の宣告
	諸般の報告
	一般質問
	佐藤広政議員
	浅利竹二郎議員
	工藤祥子議員
	原田敏匡議員
	佐藤武議員

	散会の宣告

